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（
一
八
七
一
ー
一
九
五
一
）
（
l
）

は、

i九
世
紀
末
か
ら

i
i
O
世
紀
初
め
に
か
け
て
イ
ン
ド
の
ヘ
ン
カ

ル
地
方
に
お
こ
っ
た
文
学

・
美
術
の
革
新
運
動
ー
ヘ
ン
カ
ル

・
ル
ネ

サ
ン
ス
に
多
大
な
貢
献
を
果
た
し
た
画
家
で
あ
る
。
彼
は
、
討
人
と

し
て
著
名
な
ロ
ビ
ン
ド
ロ
ナ
ト

・
タ
ゴ
ー
ル
の
従
兄
弟
の
息
子
に
あ

た
り
、
ベ
ン
ガ
ル
・
ル
ネ
サ
ン
ス
の
中
心
的
存
在
で
あ
っ
た
彼
ら
タ

コ
ー
ル
家
は
、
明
冶
後
期
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
日
本
と
文
化
交

流
を
展
開
さ
せ
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
発
端
と
な
っ
た
の

が
、
タ
ゴ
ー
ル
家
と
一
九

0
ニ
ー
三
年
に
渡
印
を
果
た
し
た
岡
倉
天

レ

``
 

オ
ボ
ニ
ン
ド
ロ
ナ
ト

・
タ
コ
ー
）

は
じ
め
に

ー
柚
山
大
観
‘
菱
田
春
草
が
オ
ボ
ニ
ン
ド
ロ
ナ
ト

・
タ
ゴ
ー
ル
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て

朦
朧
体
と
ベ
ン
ガ
ル

心
、
横
山
大
観
、
菱
田
春
草
と
の
交
流
で
あ
っ
た
。

オ
ホ
ニ
ン
ド
ロ
ナ
ト
と
大
観
、
春
草
の
美
術
交
流
に
つ
い
て
は
、

オ
ホ
ニ
ン
ド
ロ
ナ
ト
が
大
観
ら
の
表
現
に
触
発
さ
れ
て
ウ
ォ
ッ

シ
ュ

・
テ
ク
ニ
ソ
ク
を
考
案
し
た
り
、
大
観
ら
が
ヒ
ン
ズ
ー
教
等
の

イ
ン
ド
的
な
テ
ー
マ
を
採
用
し
た
成
果
を
み
る
に
至
っ
て
い
る
。
し

か
し
日
本
の
先
行
研
究
に
お
い
て
彼
ら
日
印
画
家
の
交
流
と
い
う

テ
ー
マ
は
、
近
代
日
本
美
術
史
上
に
位
置
付
け
ら
れ
る
べ
く
考
察
さ

れ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
オ
ボ
ニ
ン
ド
ロ
ナ
ト

と
大
観
、
春
草
双
方
の
作
品
比
枚
に
よ
る
影
響
関
係
の
考
察
は
未
だ

行
わ
れ
て
い
な
い
し
、
彼
ら
の
交
流
を
導
い
た
天
心
の
理
想
が
、
大

観
、
春
草
、
オ
ホ
ニ
ン
ド
ロ
ナ
ト
の
交
流
内
容
や
表
現
展
開
に
と
う

関
連
し
た
の
か
、
い
か
な
る
解
釈
も
与
え
ら
れ
て
は
い
な
い
。
ま

ル
ネ
サ
ン
ス

佐

藤

志

l
J
 

T
ノ

(

i

)

ー
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、
-
＼
見
‘

た

ブ

雇

春
草
の
渡
印
し
た
一
九

0
三
年
は
、
朦
朧
体
の
試
み
が

ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
を
迎
え
た
時
期
に
相
当
す
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
従

来
の
朦
朧
体
研
究
は
、
西
洋
絵
画
の
影
嬰
と
琳
派
等
の
伝
統
美
術
へ

の
回
帰
と
い
う
側
而
か
ら
の
考
察
に
終
始
し
て
き
た
観
が
あ
り
、
イ

ン
ド
絵
画
と
の
相
関
関
係
に
及
ぶ
こ
と
は
な
か
っ
た
。

こ
れ
ま
で
近
代
日
本
美
術
史
は
、
西
洋
絵
画
の
受
容
に
関
す
る
考
察

を
中
心
に
形
成
さ
れ
て
き
た
。
そ
し
て
外
国
美
術
か
ら
の
影
響
と
い
う

問
題
に
お
い
て
、
イ
ン
ド
美
術
は
さ
ほ
ど
重
要
視
さ
れ
る
こ
と
は
な

く
、
日
印
文
化
交
流
が
も
た
ら
し
た
絵
画
作
品
は
、
特
異
な
存
在
と
し

て
美
術
史
の
主
流
か
ら
切
り
離
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
扱
わ
れ
て
き
た
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
佐
藤
道
信
氏
が
述
べ
る
よ
う
に
(
2
)
、
「
明

冶
三
十
年
代
の
”
国
際
化
＂
の
ベ
ク
ト
ル
は

、
西
洋
に
対
し
て
だ
け

で
な
く
、
ア
ジ
ア
に
対
し
て
も
向
け
ら
れ
」
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ

れ
は
考
古
学
上
で
の
チ
ベ
ノ
ト
、
イ
ン
ド
探
検
、
仏
教
学
上
で
の
イ

ン
ド
原
始
仏
教
研
究
へ
の
志
向
、
政
治
的
な
ア
ジ
ア
支
配
と
い
っ
た

も
の
だ
け
を
指
す
の
で
は
な
い
。
明
治

・
大
正
期
に
イ
ン
ド
に
渡
っ

た
日
本
画
家
は
ざ
っ
と
見
渡
し
た
だ
け
で
も
大
観
、
春
草
を
箪
頭
に

勝
田
蕉
琴
、

InJ
田
曲
江
、
桐
谷
洗
鯰
、
堅
山
南
風
、
石
崎
光
瑞
、
荒

井
寛
方
、
西
洋
画
家
で
は
和
田
三
造
、
南
蓋
造
、
須
田
国
太
郎
ら
が

い
る
。
そ
し
て
後
述
す
る
よ
う
に
、
明
治
期
の
美
術
雑
誌
に
は
、
イ

ン
ド
古
代
芸
術
の
研
究
論
文
や
イ
ン
ド
美
術
界
の
動
向
を
伝
え
る
記

事
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
(
3
)
。

つ
ま
り
ア
ジ
ア
ヘ
志
向
す
る
現
象

は
、
多
か
れ
少
な
か
れ
、
美
術
界
も
ま
た
例
外
で
は
な
か
っ
た
の
で

あ
る
。
美
術
界
に
お
け
る
イ
ン
ド
ヘ
の
傾
倒
は
、
日
本
美
術
の
淵
源
と
詑

識
す
る
「
古
代
イ
ン
ド
」
へ
の
憧
れ
に
よ
る
も
の
が
大
き
く
、
渡
印

し
た
日
本
画
家
た
ち
は
イ
ン
ド
古
代
壁
画
の
調
査
や
模
写
活
動
な
ど

を
行
い
、
自
ら
の
作
品
に
そ
の
成
果
を
反
映
さ
せ
て
い
る
。
し
か
し

渡
印
の
意
義
は
そ
れ
の
み
で
は
な
く
、
イ
ン
ド
人
画
家
と
の
接
触
に

よ
る
、
美
術
活
勁
の
相
互
触
発
と
い
う
側
面
に
も
あ
っ
た
。
大
観
、

春
＂
早
と
オ
ボ
ニ
ン
ド
ロ
ナ
ト
の
交
流
は
、
こ
の
側
面
に
お
い
て
重
要

で
あ
る
。
彼
ら
は
共
に
自
国
の
美
術
界
を
先
導
す
る
立
場
に
あ
っ

た
。
従
っ
て
、
互
い
の
交
流
を
通
じ
て
の
モ
チ
ー
フ
や
表
現
の
交
換

学
習
は
、
彼
ら
目
身
の
絵
画
展
開
の
み
な
ら
ず
日
本
と
イ
ン
ド
各
々

の
美
術
界
の
動
向
に
も
何
ら
か
の
役
割
を
果
た
し
た
と
見
る
べ
き
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
役
割
の
重
要
さ
は
、
日
印
の
交
流
が
一
時

的
な
も
の
と
し
て
終
わ
る
こ
と
な
く
、
そ
の
後
も
追
随
者
が
現
れ
た

こ
と
か
ら
も
首
肯
さ
れ
よ
う
。
以
上
の
理
由
か
ら
、
彼
ら
の
交
流
の

実
態
を
探
る
こ
と
は
、
今
後
、
日
印
美
術
交
流
を
美
術
史
的
に
論
考

し
て
い
く
上
で
極
め
て
重
要
な
課
題
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。



79 

受
容
に
限
っ
て
考
察
を
試
み
る
。

そ
の
た
め
に
は
、

に
、
制
作
活
動
を
共
に
し
た
彼
ら
の
思
想
的
背
景
と
し
て
、

『
東
祥
の
埋
想
』

彼
ら
双
方
の
竹
品
比
較
か
ら
始
ま
り
、

に
提
示
さ
れ
た
「
ア
ジ
ア
は

一
っ
」
と
い
う
思
想

と
の
関
辿
も
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
の
て
は
な
い
か
。
す
な
わ
ち
、

大
観
ら
日
本
画
家
の
側
か
ら
の
調
壼
だ
け
で
な
く
、

し
た
当
時
の
イ
ン
ド
美
術
界
の
状
況
や
、

品
を
も
幹
し
く
調
爺
検
討
す
る
必
要
か
あ
る
も
の
と
考
え
る
。

後
述
す
る
よ
う
に
、
日
本
に
お
け
る
オ
ボ
ニ
ン
ト
ロ
ナ
ト
の
認
識

と
作
品
紹
介
は
概
説
的
で
あ
り
、

か
し
な
が
ら
籠
者
は
今
回
、

不
十
分
な
観
は
ぬ
く
え
な
い
。
し

カ
ル
カ
ッ
タ
に
て
オ
ポ
ニ
ン
ド
ロ
ナ
ト

の
作
品
を
数
多
く
実
見
す
る
機
会
を
得
‘

諸
作
品
に
朦
眺
体
ふ
う
の
表
現
が
顕
著
で
あ
る
こ
と
を
強
く
詔
識
す

る
に
至

っ
た
。

竹
品
に
は
明
ら
か
に
、

で
今
回
は
、

報
告
も
兼
ね
、

大
観
ら
が
渡
印

オ
ボ
ニ
ン
ド
ロ
ナ
ト
の
作

調
奔
の
過
程
で
は
、

日
本
画
家
か
ら
の
影
響
を
裏
付
け
る
表
現
が
、

か
つ
数
多
く
見
出
し
う
る
の
で
あ
る
。

カ
ル
カ
ノ
タ
で
収
集
し
た
作
品
図
版
と
調
壼
の
紹
介

・

オ
ボ
ニ
ン
ト
ロ
ナ
ト
の
作
品
に
つ
い
て
、

そ
の
先

天
心
の

彼
の

彼
の
そ
こ

朦
朧
休
の

(

-

）

 

一
、
大
観
、
春
草
渡
印
当
時
の
オ
ボ
ニ
ン
ド
ロ
ナ
ト
の
動
向

に
つ
い
て

オ
ホ
ニ
ン
ド
ロ
ナ
ト
に
関
す
る
文
献
資
料
と
先
行
研
究

オ
ホ
ニ
ン
ド
ロ
ナ
ト
を
招
介
し
た
日
本
の
文
献

・
先
行
研
究
を
概

観
す
る
と
、
明
市
期
の
美
術
雑
誌
に
‘
早
く
も
彼
に
つ
い
て
の
記
述

が
現
れ
る
。
ま
す

一
九
〇
六
年
に
、
日
本
画
家
で
あ
る
勝
田
蕉
琴
か

「
印
度
の
絵
画
に
つ
い
て
」
を

『美
術
仇
報
』
に
発
表
し
て
い
る
。

彼
は
i

九

0
五
印
に
イ
ン
ト
を
訪
れ
、
オ
ホ
ニ
ン
ド
ロ
ナ
ト
が
学
長

を
務
め
る
カ
ル
カ
ノ
タ
政
附
美
術
学
校
の
日
木
画
教
授
と
な
っ
た
た

め
、
オ
ホ
ニ
ン
ト
ロ
ナ
ト
と
交
流
が
あ
っ
た
。
こ
の
記
事
は
、
現
地

で
見
聞
し
た
イ
ン
ド
絵
画
の
革
新
運
動
と
オ
ホ
ニ
ン
ド
ロ
ナ
ト
の
活

動
に
関
す
る
報
告
文
で
あ
り
、
特
に
オ
ホ
ニ
ン
ド
ロ
ナ
ト
の
作
風
と
日

本
画
の
頬
似
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
点
は
注
目
さ
れ
る
(
4
)
0

一
九

0
八
年
に
は
、
湘
外
で
の
批
評
文
を
翻
訳
し
た
「
印
度
に
於
け

る
絵
画
の
枡
派
」
(
5
)
、
翌
一
九

0
九
年
に
は
日
木
の
批
評
者
に
よ
る

「
新
印
度
画
に
就
て
」
（
ど
が
相
次
い
で
『
国
華
』
に
掲
載
さ
れ
た
。

両
記
事
と
も
、
オ
ボ
ニ
ン
ド
ロ
ナ
ト
に
よ
る
新
表
現
の
特
徴
や
イ
ン

ド
絵
画
の
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
、
批
評
者
の
立
場
か
ら
見
解
を
述

べ
た
も
の
で
あ
る
。
特
に
後
者
に
は
、
同
じ
東
洋
人
と
し
て
の
イ
ン
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ド
に
対
す
る
仲
間
意
識
の
よ
う
な
も
の
が
現
れ
て
い
る
。
ま
た
こ
の

記
事
で
は
オ
ボ
ニ
ン
ド
ロ
ナ
ト
の
作
品

〈月
夜
管
絃
図
〉
で
1
)

の
図
版

も
掲
戦
さ
れ
、
こ
れ
が
日
本
で
初
め
て
の
図
版
紹
介
で
あ
っ
た
と
思

わ
れ
る
。
大
正
期
で
は
、

一
九

一
六
年
に
谷
中
の
日
本
美
術
院
に
て

「
ビ
チ
ソ
ト
ラ
美
術
学
校
イ
ン
ド
画
展
」
が
開
椛
さ
れ
、
オ
ボ
ニ
ン

ド
ロ
ナ
ト
を
は
じ
め
ゴ
ゴ
ネ
ン
ド
ロ
ナ
ト

・
タ
ゴ
ー
ル
(8
)
、
ノ
ン

ド
ラ
ル

・
ボ
シ
ュ

（り
）
ら
の
作
品
が
五

0
点
ほ
ど
展
観
さ
れ
た
(
1
0
)
0

同
展
覧
会
で
は
、
オ
ボ
ニ
ン
ト
ロ
ナ
ト
の

〈雲
の
使
い
〉
(11
)

〈
カ
ー

ジ
ャ
リ
ー
の
お
ど
り
〉
(12)
と
い
っ
た
人
物
画
の
他
に
、
彼
の
風
景
画

も
紹
介
さ
れ
た
。
そ
し
て
こ
れ
が
初
め
て
の
オ
ホ
ニ
ン
ド
ロ
ナ
ト
作

品
の
招
来
で
あ
り
、
木
格
的
な
イ
ン
ド
近
代
絵
画
の
紹
介
で
あ
っ
た

と
思
わ
れ
る
。
ま
た
こ
の
展
覧
会
開
樅
に
際
し
て
は
、
イ
ン
ト
近
代
絵

圃
に
関
す
る
い
く
つ
か
の
記
事
が
美
術
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
て
お
り
(13
〉、

特
に
桐
谷
洗
鱗
が
『
中
央
美
術
』
に
発
表
し
た
「
画
家
タ
ゴ
ー
ル
及

印
度
画
壇
」
(
M
)
は
、
オ
ボ
ニ
ン
ド
ロ
ナ
ト
の
制
作
手
順
を
詳
細
に
伝

え
て
い
る
点
で
重
要
で
あ
る
。

以
上
に
挙
げ
た
明
治

・
大
正
期
の
文
献
は
、
同
時
代
的
な
視
点
に

よ
る
記
述
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
記
事
に
よ
っ
て
、
イ
ン
ド
に
お
け
る

絵
画
近
代
化
の
動
向
と
そ
の
中
核
を
な
す
オ
ホ
ニ
ン
ド
ロ
ナ
ト
の
存

在
は
、
日
本
で
も
お
お
よ
そ
把
握
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た

オ
ボ
ニ
ン
ド
ロ
ナ
ト
と
接
触
し
た
画
家
の
実
体
験
に
基
づ
く
報
告
文

は
、
オ
ボ
ニ
ン
ド
ロ
ナ
ト
自
身
の
文
章
が
日
本
に
ほ
と
ん
ど
紹
介
さ

れ
て
い
な
い
今
日
、
彼
の
実
像
に
迫
る
た
め
の
必
須
の
資
料
で
あ

る。
近
年
の
研
究
で
は
、

一
九
七

一
年
の
我
妻
和
男
氏
に
よ
る
「
ベ
ン

カ
ル

・
ル
ネ
ノ
サ
ン
ス
考
」
（
巨
が
あ
る
。

こ
れ
は
、
オ
ボ
ニ
ン
ド
ロ

ナ
ト
と
彼
の
追
随
者
で
あ
る
ノ
ン
ド
ラ
ル

・
ホ
シ
ュ
に
至
る
ま
で
の

イ
ン
ド
絵
画
近
代
化
の
連
勁
を
、
そ
の
思
想
的
、
政
治
的
、
文
化
的

時
代
背
景
の
中
に
位
置
づ
け
て
紹
介
し
た
初
め
て
の
論
文
で
あ
る
。

日
本
画
家
と
の
影
嬰
関
係
に
つ
い
て
も
、
日
印
文
化
交
流
史
の
側
面

か
ら
触
れ
て
お
り
、
本
稿
の
考
察
も
こ
の
論
文
に
多
く
依
拠
し
て
い

る
。
ま
た
一
九
八
万
年
に
は
「
ア
シ
ア
近
代
絵
画
の
夜
明
け
展
」
(16)

が
開
催
さ
れ
、
大
観
、
春
草
、
寛
方
ら
日
本
画
家
の
作
品
や
ロ
ビ
ン

ド
ロ
ナ
ト
、
ゴ
ゴ
ネ
ン
ド
ロ
ナ
ト
、
ノ
ン
ド
ラ
ル

・
ポ
シ
ュ
の
作
品

と
と
も
に
オ
ボ
ニ
ン
ド
ロ
ナ
ト
の
作
品
も
五
点
展
観
さ
れ
た
。
こ
の

展
麓
会
は
、
明
治
か
ら
大
正
に
至
る
日
印
文
化
交
流
の
経
緯
を
絵
画

作
品
に
よ
っ
て
総
括
的
に
捉
え
た
点
で
画
期
的
で
あ
っ
た
。
同
展
カ

タ
ロ
グ
で
は
、
オ
ボ
ニ
ン
ド
ロ
ナ
ト
自
身
が
天
心
、
大
観
、
春
草
と

の
交
流
を
回
顧
し
た
文
章
「
シ
ョ
ラ
シ
ャ
ン
コ
界
隈

一
四
章
」
が

臼
用
雅
之
氏
に
よ
り
翻
訳
さ
れ
た
。
ま
た
榮
架
徹
氏
に
よ
る
「
年
表
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五
代
に
お
け
る
日
本
と
イ
ン
ド
の
交
流
」
は
、
膨
大
な
雑
誌

•

新
聞

資
村
を
典
拠
と
す
る
訂
細
な
も
の
で
、

の
素
地
と
も
な
っ
て
い
る
。

油
「
天
心

・
大
観
・
タ
コ
ー
ル
家
」
(17
)
で
は
、

中
の
絵
画
活
動
や
、

め
、
イ
ン
ト
に
お
け
る
大
観
、

も
言
及
さ
れ
た
。

ょ
、

,
.
 

て

・
し
ヒ
-
J

-

至
徳
日
記
』

，ー、

1-}
、

‘、

な
と
を
資
湘
ー

こ
の
よ
う
に
、

さ
れ
て
き
た
し
、

討
さ
れ
て
い
る
。

本
に
招
致
さ
れ
て
き
た
。

流
史
的
立
場
か
ら
の
紹
介
て
、

ロ
ナ
ト
と
天
心
、

人
物
と
し
て
、

こ
れ
ら
の
資
材
は
、

ま
た

一
九
九
七
年
の
我
衷
氏
に
よ
る
講

く
、視、

プ

n

本
研
究

在
玲
の
滞
印

オ
ポ
ニ
ン
ド
ロ
ナ
ト
に
与
え
た
影
響
を
は
し

こ
の
他
、

天
、4]

大
観
、

タ
ゴ
ー
ル

え
ら
れ
て
き
た
よ
う
に
思
う
。

春
華
の
竹
品
紹
介
と
評
価
に
つ
い
て

滞
印
中
の
大
観
、

春
草
の
行
動
に
つ
い

一
年
に
春
日
井
憤
也
氏
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
た

『
堀

跡
付
け
が
な
さ
れ
て
い
る
(
1
8
)
0

先
行
研
究
に
お
い
て
、

大
観
、

近
代
イ
ン
ド
の
美
術
迎
動

や
そ
れ
を
推
迎
し
た
オ
ホ
ニ
ン
ト
ロ
ナ
ト
の
役
割
に
つ
い
て
は
紹
介

春
華
と
イ
ン
ト
の
交
流
内
容
に
つ

い
て
は
手
紙
や
幼
間
雑
認
記
的
な
ど
の
資
材
発
掘
と
と
も
に
調
壼
検

イ
ン
ト
近
代
画
家
の
竹
品
も
若
干
て
は
あ
る
か
日

し
か
し
そ
れ
ら
の
多
く
は
、

そ
し
て
オ
ボ
ニ
ン
ド
ロ
ナ
ト
の
存
在
は
、

日
印
文
化
交

あ
く
ま
で
考
察
の
中
心
は
ロ
ピ
ン
ト

寛
方
ら
と
の
交
流
に
つ
い
て
で
あ
っ
た
。

ロ
ヒ
ン
ト
ロ
ナ
ト
周
辺
の

一
家
の
文
化
活
動
に
包
括
さ
れ
る
形
で
捉

オ
ボ
ニ
ン
ト
ロ
ナ
ト
の
生
丑
に
わ
た

f
)
0
 

f
 

る
竹
品
を
一
翡
に
展
望
で
き
る
展
菟
会
も
未
だ
企
画
さ
れ
な
い
た

め
、
彼
の
画
業
の
全
貌
は
把
握
さ
れ
て
い
な
い
。

調
蒼
も
困
難
な
た
め
、

い
る
の
か
実
状
で
あ
る
。

品
へ
の
認
識
は
未
た
断
片
的
て
あ
り
、

ヽ

つ
ま
り

を
指
摘
す
る
見
鮒
も
、

こ
。
t
 

を
猟
得
し
、

あ
る
C

本
稿
で
は
、

彼
の
作
品
研
究
は
全
く
倅
滞
し
て
し
ま
っ
て

従
っ
て
オ
ボ
ニ
ン
ド
ロ
ナ
ト
の
画
歴
と
作

『

',‘L

、

:
‘
Eり’
ブ
it

更
に
イ
ン
ト
て
の

春
韮
と
の
影
郷
篇
凶
係

仰
か
な
実
祉
を
欠
く
概
汲
的
な
も
の
で
あ
っ

オ
ボ
ニ
ン
ド
ロ
ナ
ト
が
大
観
、

春
蔚
の
竹
品
か
ら
何

そ
れ
に
よ
っ
て
彼
の
表
蜆
が
と
う
変
化
し
た
の
か
、
竹

品
検
討
に
基
つ
く
美
術
史
的
考
毅
は
末
た
行
わ
れ
て
は
い
な
い
の
て

上
記
の
文
献
だ
け
で
は
充
足
し
き
れ
な
か
っ
た
点
を
、

イ
ン
ド
に
お
け
る
文
献
資
村
と
先
行
研
究
に
よ

っ
て
袖
い
た
い
{
1
9
)
0

し
か
し
、

く
、
し
か
も
英
語
に
よ
る
文
献
に
限
っ
て
お
り
、

イ
ン
ト
の
先
行
研
究
す
べ
て
を
網
羅
し
た
わ
け
で
は
な

ヘ
ン
カ
ル
語
に
よ

る
オ
ホ
ニ
ン
ド
ロ
ナ
ト
自
身
の
文
癌
な
と
に
瀾
杏
は
及
ば
な
か
っ

イ
ン
ト
に
お
け
る
先
行
研
究
で
、
オ
ホ
ニ
ン
ト
ロ
ナ
ト
の
活
動

は
、
ヘ
ン
カ
ル
地
方
の
文
化
迎
動
（
文
学
、
思
想
、
宗
教
な
と
）
す

な
わ
ち
ベ
ン
カ
ル

・
ル
ネ
サ
ン
ス
の
i

環
と
し
て
記
辿
さ
れ
る
場
合

が
あ
る
。
ま
た
、
彼
の
美
術
遥
動
は
、
当
叶
の
ヘ
ン
カ
ル
地
方
に
勃
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興
し
た
あ
ら
ゆ
る
局
面
で
の
動
向
と
同
時
進
行
し
た
も
の
と
し
て
捉

え
ら
れ
、
時
に
は
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
思
想
や
ベ
ン
ガ
ル
解
放
運
動
と

も
相
関
し
合
っ
た
も
の
と
し
て
認
識
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
し
か
し

本
稿
で
は
、
オ
ボ
ニ
ン
ド
ロ
ナ
ト
の
絵
画
表
現
に
焦
点
を
あ
て
る

為
、
時
代
背
景
と
の
関
連
に
つ
い
て
詳
細
に
は
触
れ
な
い

。

（二
）
大
観

・
春
草
渡
印
前
の
オ
ホ
ニ
ン
ド
ロ
ナ
ト

・
タ
コ
ー
ル

ベ
ン
ガ
ル

・
ル
ネ
サ
ン
ス
の
中
心
的
存
在
で
あ
っ
た
タ
コ
ー
ル
家

は
、
元
来
因
習
に
囚
わ
れ
な
い
融
通
性
と
自
由
な
気
風
を
持
ち
合
わ

せ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
裕
福
な
家
庭
に
育
っ
た
彼
ら
の
文
化

活
動
に
、
収
入
を
目
的
と
し
た
職
人
ゆ
え
の
拘
束
は
な
か
っ
た
。
つ

ま
り
、
自
由
で
個
性
的
な
創
造
性
を
養
う
土
壌
が
、
オ
ボ
ニ
ン
ド
ロ

ナ
ト
に
は
生
来
与
え
ら
れ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
(20
)
。

こ
の
よ
う
な

文
化
的
環
境
の
中
で
、

一
九
世
紀
末
か
ら

二

0
世
紀
初
頭
に
お
け
る

オ
ポ
ニ
ン
ド
ロ
ナ
ト
の
制
作
活
動
は
、
ア
カ
デ
ミ
ソ
ク
な
西
洋
絵
画

一
辺
倒
の
風
潮
に
も
関
わ
ら
ず
、
伝
統
美
術
の
見
直
し
を
基
盤
に
多

彩
な
試
み
を
見
せ
て
い
る
。
以
下
で
は
特
に
、
大
観
ら
と
出
会
う
直

前
の
彼
の
絵
画
活
動
を
概
観
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
後
の
朦
朧
体
の

受
容
に
つ
な
が
る
彼
自
身
の
表
現
傾
向
を
読
み
と
っ
て
い
き
た
い
。

当

時

の

イ

ン

ド

美

術

界

に

お

い

て

代

表

的

存

在

で

あ

っ

た

ラ

ヴ
ィ

・
ヴ
ァ
ル
マ
(21
)
は
、
イ
ン
ド
の
風
俗
を
新
古
典
主
義
様
式
で

描
い
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
お
り
、
複
製
化
さ
れ
た
彼
の
作
品
は
広
く

イ
ン
ド
に
流
布
し
て
い
た
。
こ
の
様
式
は
美
術
学
校
に
も
波
及
し
、

当
時
の
美
術
教
育
は
イ
ン
ド
伝
統
美
術
と
の
接
触
を
全
く
断
っ
て
し

ま

っ
て
い
た
。
オ
ポ
ニ
ン
ド
ロ
ナ
ト
も
ま
た
多
分
に
も
れ
ず
、

一
八

九

一
年
か
ら
一

八
九

二
年
に
か
け
て
イ
タ
リ
ア
人
画
家
オ
リ
ン
ト
・

キ
ラ
ル
デ
ィ

（ど
か
ら
、

一
八
九
三
年
か
ら

一
八
九
五
年
に
か
け
て

は
イ
ギ
リ
ス
人
画
家
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
パ
ー
マ
ー

（召
か
ら
デ
ッ
サ
ン

や
解
剖
学
、
パ
ス
テ
ル
圃
な
ど
の
個
人
指
導
を
受
け
て
い
る
。
し
か

し
、
西
洋
絵
画
の
技
法
を
学
ぶ
か
た
わ
ら
、
彼
は
旧
来
イ
ン
ド
細
密

画
の
主
要
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
ク
リ
シ
ュ
ナ
神
話
を
題
材
と
し
た

〈
ク

リ
シ
ュ
ナ

・
リ
ー
ラ
ー

・
シ
リ
ー
ス
〉
（
図
ー
、

2
、

3
)
を
制
作

し
、
イ
ン
ド
細
密
画
へ
の
関
心
を
示
し
て
い
る

g)。
カ
ル
カ
ソ
タ

の
R
.13
.S

に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
本
シ
リ
ー
ズ

一
九
点
は

g
)、
全
て
ニ

五

x
一
万
セ
ン
チ
ほ
ど
の
サ
イ
ズ
で
、
金
泥
銀
泥
も
用
い
た
鮮
や
か

な
色
彩
と
細
か
い
箪
致
に
よ
る
細
密
圃
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
中
に
は

画
而
下
半
分
に
赤
と
罪
の
装
飾
的
な
ペ
ル
シ
ャ
様
式
の
文
字
を
付

し
、
挿
し
絵
本
の
形
式
を
と
る
も
の
も
あ
る
。
伝
統
的
細
密
画
か
ら

借
用
し
た
モ
チ
ー
フ
に
は
、
彼
な
り
の
翻
案
が
行
わ
れ
た
よ
う
で
あ

る
。
例
え
ば
図
］
を
み
る
と
、
ぶ

ら
ん
こ
を
縛
り
付
け
る
利
の
先
は
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一
八
九
六
ー
七
年

(n)
の
イ
ギ

リ
ス
人

E
.B

ハ
ー
ベ
ル

(28)
と
の
出
会

そ
の
後
の
オ
ホ
ニ
ン
ド
ロ
ナ
ト
の
方
向
性
を
決
定
づ
け
た
の
は

れ
る
作
品
で
あ
る
。

イ
ン
ド
細
密
画
へ
の
更
な
る
傾
糾
を
予
感
さ
せ
る
意
味
て
も
注
目
さ

の
で
あ
っ
た
に
相
述
な
い
。

そ
し
て
続
く
オ
ボ
ニ
ン
ド
ロ
ナ
ト
の

主
流
を
な
す
当
時
に
お
い
て

こ
の
竹
品
の
試
み
は
異
彩
を
放
つ
も

界
を
感
し
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

西
洋
の
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
絵
画
か

飾
付
に
着
目
し
た
の
は
、
西
洋
の
写
実
的
油
彩
画
に
、
表
現
上
の
限

れ
て
い
る
（
郎
）
0

オ
ポ
ニ
ン
ド
ロ
ナ
ト
が
細
密
画
や
挿
し
絵
本
の
装

な
ら
す
イ
キ
リ
ス
挿
し
絵
本
の
装
飾
的
要
素
か
ら
の
影
闊
も
指
摘
さ

こ
の
シ
リ
ー
ス
に
つ
い
て
、
先
行
研
究
で
は
イ
ン
ト
細
密
圃
の
み

風
に
な
び
き
‘

ぶ
ら
ん
こ
を
吊
る
す
紐
も
、

す
る
曲
線
で
描
か
れ
て
い
る
。

軽
や
か
な
揺
れ
を
表
現

こ
の
よ
う
な
動
き
は
伝
統
的
細
密
画

に
は
見
ら
れ
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

も
、
伝
統
的
細
密
画
は
と
の
緻
密
さ
と
濃
開
さ
は
な
い
。

衣
裳
や
樹
々
の
彩
色
に

の
動
き
に
柑
さ
か
感
じ
ら
れ
る
し
、

は
、
西
訃
の
水
杉
画
に
近
い
戊
白
な
彩
色
て
あ
る
。

平
坦
て
惜
的
な
細
密
画
の
画
面
に
対
し
て
、

と
か
わ
か
る
。

．．
 

む
し
ろ
蛉

特
に
背
景
の
自
然
拙
写
な
と

こ
の
よ
う
に
、

オ
ボ
ニ
ン
ト
ロ
ナ
ト
の

場
合
に
は
自
然
な
動
き
と
柔
ら
か
な
雰
囲
気
か
加
え
ら
れ
て
い
る
こ

い
で
あ
っ
た
。

一
八
九
六
年
に
カ
ル
カ
ソ
タ
政
府
美

術
学
校
の
学
長
に
就
任
す
る
と
同
時
に
、

改
革
に
痛
手
す
る
。

ン
ド
美
術
の
教
育
を
基
本
と
し
た
教
育
諜
柱
に
改
定
し
、

密
匝

曲
洋
絵
画
中
心
の
教
育
力
広
に
賢
を
唱
え
て
イ

（
牡
に
ム
カ
ー
ル
絵
圃
）

伝
統
美
術
復
興
の
た
め
の

学
校
が
所
蔵
す

る
西

A
絵
画
を
先
却
す
る
な
と
、

り
強
行
に
机
し
進
め
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
(Lq)
＾
）

た
と
い
う
。

オ
ポ
ニ
ン
ド
ロ
ナ
ト
は
、

羽
毛
や
皮
降
の
し
わ
、

こ
と
に
感
銘
し
、

私
は
、

そ
の
時
の
心
情
を

イ
ン
ド
細

を
収
躾
す
る
資
金
を
比
め
る
た
め
に

彼
の
改
卯
は
か
な

そ
し
て
彼
は
、

の
よ
う
な
改
H

中
の
最
中
に
出
会
っ
た
オ
ポ
ニ
ン
ト
ロ
ナ
ト
に
対
し

て、

ム
カ
ー
ル
絵
画
の
細
部
表
現
を
虫
眼
鏡
て
観
察
す
る
よ
う
促
し

梢
緻
に
描
写
さ
れ
た
ツ
ル
の

鋭
い
爪
な
と
に
生
命
感
が
表
現
さ
れ
て
い
る

「
我
々
の
古
典
美
術
に
は
、
こ

の
よ
う
な
あ
ま
灯
に
多
く
の
財
産
が
含
ま
れ
て
い
た
の
だ
。

あ
の
頃

模
倣
す
べ
き
資
利
を
自
国
の
中
に
見
つ
け
出
す
ま
で
に
、

て
い
る
。

こな

ぜ
あ
ん
な
に
も
長
い
時
間
を
費
や
し
た
の
だ
ろ
う
。
」
(30)
と
回
顧
し

ハ
ー
ベ
ル
と
の
出
会
い
を
契
機
と
す
る
ム
カ
ー
ル
絵
画
へ

そ
の
後
の
彼
の
作
品
に
は
、

の
傾
倒
に
よ
っ
て
、

成
、
描
写
方
法
に
お
い
て
ム
カ
ー
ル
絵
画
か
ら
修
得
し
た
技
術
が
反

映
さ
れ
て
い
く
。

し
か
し
後
述
す
る
よ
う
に
、

の
踏
襲
に
終
わ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

ハ
ー
ベ
ル
は

テ
ー
マ
や
画
面
構

そ
れ
は
単
な
る
過
去
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ィ
ン

ハ
ー
ベ
ル
は

一
九

0
二
年
に
オ
ホ
ニ
ン
ド
ロ
ナ
ト
を
イ
ギ
リ
ス
の

雑
誌
に
紹
介
し
(31
)
、
彼
の
作
品

〈
仏
陀
と
ス
シ
ャ
ー
タ
）
〉（
泣
）、

〈
闇
の
夜
に
〉五）
な
ど
を
、
ま
た

一
九

0
五
年
に
は

〈雲

の
使
い

〉

（図

4
)

な
と
を
カ
ラ
ー
図
版
で
掲
載
し
た
（包
。
一

九

0
二
年
の

記
事
の
中
で
ハ
ー
ベ
ル
は
、
イ
ン
ド
の
伝
統
絵
画
が
軽
視
さ
れ
西
洋

絵
画
の
み
が
フ
ァ
イ
ン

，
ア
ー
ト
と
し
て
容
詑
さ
れ
る
風
潮
を
批
判

し
た
上
で
、
オ
ホ
ニ
ン
ド
ロ
ナ
ト
に
よ
る
ム
ガ
ー
ル
絵
画
へ
の
転
向

を
高
く
評
価
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
カ
ー
リ
ダ
ー
サ
の
「
季
節
め
ぐ

り
」

（祁）

に
取
材
し
た
作
品

〈旅
人
と
蓮
〉
(iG)

〈闇
の
夜
に
〉
な
と
を

挙
げ
、
イ
ン
ド
固
有
の
精
神
が
発
挿
さ
れ
て
い
る
点
や
、
物
語
の
内

容
が
情
緒
的
に
表
現
さ
れ
て
い
る
点
な
ど
を
称
賛
し
て
い
る
。
オ
ポ

ニ
ン
ド
ロ
ナ
ト
の
表
現
に
イ
ン
ド
絵
画
復
興
の
役
割
を
期
待
し
た

ハ
ー
ベ
ル
は
、
一
九
〇
二
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
開
催
さ
れ
た
デ

リ
ー
美
術
展
覧
会
に
も
彼
の
作
品
を
出
品
さ
せ
た
。

エ
ド
ワ
ー
ド
七

枇
の
戴
冠
記
念
式
典
に
伴
っ
て
開
催
さ
れ
た

こ
の
展
覧
会
に
は
、
当

時
の
イ
ン
ド
稔
督
カ
ー
ゾ
ン
も
企
画
に
尽
力
し
て
お
り
、
彼
は
展
菟

会
開
会
式
に
お
い
て
演
説
も
行
っ
て
い
る
(37
)
。
そ
の
時
カ
ー
ゾ
ン

は
、
展
覧
会
の
主
旨
は
実
利
主
義
的
な
工
芸
品
産
業
の
促
辿
で
は
な

く
、
純
枠
な
る
イ
ン
ド
美
術
の
奨
励
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。

こ

の
主
張
は
先
述
し
た
ハ
ー
ペ
ル
の
意
志
に
も
共
通
し
て
お
り
、

ム
ガ
ー
ル

ド
美
術
の
再
興
を
求
め
る
当
時
の
気
連
を
窺
わ
せ
る
も
の
で
あ
ろ

う
。
し
か
し
展
腕
会
カ
タ
ロ
グ

g
を
み
る
と
、
出
品
作
品
は
金
属

細

工
、
石
細
工
、
ガ
ラ
ス
・
陶
僻
、
木
工
芸
、
象
牙

・
角

・
皮
細

工
、
漆
器
、
織
物
、
刺
繍
、
絨
毬
、
絵
画
の

一
0
項
目
に
分
類
さ
れ

て
お
り
、
展
示
内
容
の
大
半
は
、
い
わ
ゆ
る
伝
統
工
芸
品
で
あ
っ

た
。
こ
れ
は
イ
ン
ド
美
術
に
お
い
て
絵
画
の
占
め
る
比
重
が
極
め
て

小
さ
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
イ
ン
ド
人
に
よ
る
フ

ァ
イ
ン

，

ア
ー
ト
は
存
在
し
な
い
と
い
う
実
体
を
露
呈
す
る
結
果
と
な

っ
た
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
絵
画
の
部
に
出
品
し
受
賞
を
果
た
し

た
オ
ボ
ニ
ン
ド
ロ
ナ
ト
は
、
こ
の
時
点
で
イ
ン
ド
絵
画
再
興
の
役
割

を
担
う
べ
き
重
要
な
存
在
と
し
て

一
般
に
詑
識
さ
れ
た
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
彼
が
出
品
し
た
二
点
の
湘
彩
画
と
一
点
の
水
彩
画
は
、

テ
ー
マ

・
様
式
と
も
ム
カ
ー
ル
絵
画
を
意
識
し
た
も
の
で
、
イ
ン
ド

の
伝
統
的
細
密
画
の
サ
イ
ス
を
適
用
し
て
い
た
。
中
で
も

〈
シ
ャ
ー

・

シ
ャ
ハ
ー
ン
の
最
期
〉
（
図

5
)
（39)
は
銀
質
を
受
賞
し
て
い
る
。
油

彩
画
で
あ
り
な
が
ら
、
象
眼
細
工
の
梢
緻
な
再
現
や
建
築
物
の
構
図

な
と
に
、
ム
カ
ー
ル
絵
画
の
修
得
が
窺
え
る
作
品
で
あ
る
。
し
か
し

な
が
ら
当
時
の
批
許
は
、
オ
ボ
ニ
ン
ド
ロ
ナ
ト
独
自
の
表
現
と
し

て
、
身
体
を
よ
じ
っ
て
タ
ー
ジ

・
マ
ハ
ル
を
振
り
返
る
シ
ャ
ー
，

シ
ャ
ハ
ー
ン
の
姿
態
表
現
な
ど
に
注
目
し
て
い
る
（
め）
0
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絵
画
に
み
ら
れ
る
不
自
然
で
平
板
な
人
物
表
現
と
は
異
な
り
、
彼
の

表
現
は
人
物
テ
ッ
サ
ン
修
得
の
成
果
を
窺
わ
せ
る
も
の
と
い
え
る
。

そ
し
て
彼
自
身
「
娘
を
矢
っ
た
痛
み
や
悲
し
み
の
全
て
を
絵
の
中
に

投
入
し
た
」
と
辿
べ
て
い
る
よ
う
に
(11
)
、
こ
の
竹
品
に
は
、

一
九
〇

二
年
に
娘
を
亡
く
し
た
彼
の
佃
人
的
感
梢
か
表
現
さ
れ
て
い
る
（竺
゜

作
品
を
み
る
と
、
そ
こ
に
は
伝
統
的
細
密
画
に
牡
有
の
鮒
や
か
な
色

彩
は
な
く
、
薄
賠
い
灰
色
と
く
す
ん
だ
白
、
そ
し
て
シ
ャ
ー

・
シ
ャ

ハ
ー
ン
か
身
に
つ
け
る
シ
ョ
ー
ル
の
沈
ん
た
茶
色
な
と
、
画
面
の
色

調
は
抑
制
さ
れ
た
も
の
て
あ
る
。
ま
た
里
く
う
っ
す
ら
と
か
か
る
雲

は
、
不
気
味
に
月
や
建
物
の
杜
を
覆
い
、
陥
＜
沈
ん
た
雰
囲
気
を
醸

し
出
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
表
現
は
、
ム
カ
ー
ル
様
式
を
継
承
し
な

が
ら
も
、
伝
統
的
細
密
画
に
欠
け
て
い
た
要
素
す
な
わ
ち
感
梢
表
現

が
祈
た
に
付
加
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
つ
ま
り
オ
ホ
ニ

ン
ド
ロ
ナ
ト
の
意
図
は
、
感
惰
表
現
を
加
え
る
こ
と
で
、
歴
史
の
逍

物
と
な
っ
て
い
た
細
密
画
を
、
也
洋
画
に
比
屑
し
得
る
フ
ァ
イ
ン

・

ア
ー
ト
と
し
て
近
代
に
再
生
さ
せ
る
こ
と
た
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ま

た
、
こ
の
作
品
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
色
調
重
視
の
情
感
豊
か
な
表
現

傾
向
は
、
朦
朧
休
の
表
現
に
通
じ
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
傾
向
は
、

彼
が
の
ち
に
朦
朧
休
を
自
己
の
表
現
と
し
て
獲
得
す
る
予
価
段
階
と

し
て
捉
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

る
よ
う
に
オ
ポ
ニ
ン
ド
ロ
ナ
ト
は
、
大
観
、
春
草
の
日
本
画
か
ら
新

し
合
う
必
要
が
あ
る
こ
と
を
桐
察
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

後
述
す

界
の
状
況
や
目
指
す
べ
き
方
向
性
が
似
て
い
る
こ
と
、
相
互
に
連
関

と
を
予
見
し
て
い
た
。
ま
た
彼
は
、
日
木
と
イ
ン
ト
に
お
け
る
美
術

と
イ
ン
ド
の
画
家
と
の
交
流
が
互
い
に
有
益
な
結
果
を
も
た
ら
す

と
詰
っ
た
o

こ
の
文
華
か
ら
窺
え
る
よ
う
に
、
大
心
は
、
日
木
画
家

め
に
も
な
る
こ
と
て
す
し
、

諸
君
の
お
役
に
も
た
て
ま
し
ょ
う
。
」
（判

う
し

諸
君
は
彼
ら
の
仕
事
ふ
り
を
御
覧
に
な
れ
ま
す
。

彼
ら
の
た

し
ょ
う
。

彼
ら
は
こ
の
田
を
見
て
、
自
分
た
ち
の
絵
を
抽
く
て
し
ょ

本
へ
帰
田
す
る
際
、

ら
、
私
と
も
の
絵
か
き
を

二
名
お
送
り
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま

オ
ボ
ニ
ン
ド
ロ
ナ
ト
に

「
帰
田
い
た
し
ま
し
た

約

l
O
ヶ
月
イ
ン
ド
に
滞
在
し

吉
び
、

，
公
小

オ
ポ
ニ
ン
ト
ロ
ナ
ト
に
も
会
っ
て
い
る
。

、

そ
し
て
天
・
土
は
日

そ
の
間
タ
ゴ
ー
ル

一
家
と
親
交
を

は
割
愛
す
る
こ
と
と
し
た
（り
。

天
心
は

i

九

O
i
一年

一
月
よ
り

て
は
、
先
行
研
究
に
よ
り
叶
し
く
整
判
さ
れ
て
い
る
の
で
、
本
稿
て

天
心
、
大
観
、
春
玲
の
渡
印
に
至
る
経
緯
と
滞
印
中
の
行
勁
に
つ
い

血
表
現
を
校
索
し
て
い
た
重
要
な
時
期
に
竹
合
す
る
わ
け
で
あ
る
。

ル
の
助
力
を
得
て
、
イ
ン
ド
伝
統
絵
画
を
基
盤
に
独
自
の
新
し
い
絵

年
で
あ
り
、
そ
れ
は
上
記
の
よ
う
に
オ
ホ
ニ
ン
ト
ロ
ナ
ト
が
ハ
ー
へ

大
観
と
春
華
か
オ
ホ
ニ
ン
ド
ロ
ナ
ト
と
核
触
し
た
の
は
一
九
〇
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し
い
表
現
の
着
想
を
得
た
の
で
あ
り
、
天
心
の
期
待
ど
お
り
、
彼
ら

の
交
流
は
意
義
あ
る
成
果
を
残
し
た
と
い
え
る
。
オ
ボ
ニ
ン
ド
ロ
ナ

ト
は
、
大
観
が
「
画
面
に
か
な
り
水
を
打
ち
濡
ら
し
て
い
る
」
様
子

を
眺
め
て
い
る
う
ち
に
「
紙
を
水
に
濡
ら
し
て
描
い
た
ら
い
い
の
て

は
な
い
か
」
と
い
う
ア
イ
テ
ア
を
得
た
。
「
私
は
抽
き
終
え
た
画
祇

を
水
に
浸
し
た
。
引
き
あ
げ
て
み
る
と
、
実
に
芙
し
い
効
果
が
生
し

て
い
た
。
水
洗
い
の
技
法
（
ウ
ォ
ノ
シ

4

•

テ
ク
ニ
ノ
ク
）
が
行
な

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
そ
れ
か
ら
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
」
（
い
）
と

述
べ
る
オ
ボ
ニ
ン
ド
ロ
ナ
ト
の
文
章
は
、
朦
朧
休
が
、
彼
独
自
の
表

現
方
法
ー
ウ
ォ
ッ
シ
ュ
・
テ
ク
ニ
ノ
ク
を
完
成
さ
せ
る
契
機
と
な
っ

た
こ
と
を
詞
明
す
る
重
要
な
資
村
で
あ
る
。
彼
の
表
現
展
開
を
朦
朧

体
の
影
閻
の
み
に
帰
す
る
の
は
危
険
で
あ
り
、
日
本
の
伝
統
美
術
、

イ
ン
ド
の
細
密
画
を
は
じ
め
イ
ギ
リ
ス
の
水
彩
画
な
ど
、
様
々
な
方

向
か
ら
の
影
響
を
考
慮
に
い
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
、
大
観
、

春
草
と
の
交
侃
の
後
、
明
ら
か
に
オ
ホ
ニ
ン
ド
ロ
ナ
ト
の
表
現
ス
タ

イ
ル
は
変
化
し
て
い
る
。
こ
の
現
象
は
、
大
観
や
春
草
が
朦
朧
体
を

オ
ホ
ニ
ン
ド
ロ
ナ
ト
の
前
で
実
践
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
し
、
イ

ン
ド
絵
画
の
近
代
化
を
志
す
オ
ボ
ニ
ン
ド
ロ
ナ
ト
に
と
っ
て
朦
朧
休

が
、
獲
得
に
値
す
る
表
現
で
あ
っ
た

こ
と
を
証
明
し
て
い
よ
う
。

オ
ボ
ニ
ン
ド
ロ
ナ
ト

・
タ
ゴ
ー
ル
の
作
品
は
、
カ
ル
カ
ッ
タ
の

R

-]
美
術
館
、
そ
こ
に
隣
接
す
る
一
～
一
1
.S

、
そ
し
て
ア
カ
デ
ミ
ー

・
オ

ブ

・
フ
ァ
イ
ン

・
ア
ー
ツ
、
イ
ン
ド
拇
物
館
な
ど
に
所
蔵
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
う
ち

R
-｝
美
術
館
と

l
~

.

B
.

S

は
当
時
タ
コ
ー
ル

一
家
が
住

ん
で
い
た
場
所
に
所
在
す
る
。
特
に
R
.13
.S

は
、
オ
ポ
ニ
ン
ド
ロ
ナ

ト
の
住
居
に
あ
た
り
、
現
在
は
当
時
の
面
影
を
残
し
て
は
い
な
い
も

の
の
、
大
観
、
春
箪
は
こ
こ
に
通
い
、
オ
ボ
ニ
ン
ド
ロ
ナ
ト
と
と
も

に
制
作
を
行
っ
て
い
た
。
ま
た
、

1m美
術
賄
は
別
名
タ
コ
ー
ル

，

ハ
ウ
ス
と
呼
ば
れ
、
詩
人
の
ロ
ビ
ン
ド
ロ
ナ
ト
が
生
誕
‘
歿
し
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
周
辺

一
帯
が
タ
ゴ

ー
ル
一
族
の
住
居
で

あ
り
、
そ
の
地
名
は
ジ
ョ
ラ
シ
ャ
コ

・
タ
ク
ル
バ
リ
の
名
で
知
ら
れ

て
い
る
。
今
回
は
以
上
の
う
ち
、

R
.13

美
術
館
、

R
.l:l
.S

、
ア
カ
デ

ミ
ー

・
オ
フ

・
フ
ァ
イ
ン

・
ア
ー
ソ
各
所
蔵
の
オ
ホ
ニ
ン
ト
ロ
ナ
ト

作
品
を
実
見
し
写
真
撮
影
す
る
許
可
を
得
た
。
以
下
で
は
オ
ボ
ニ
ン

ド
ロ
ナ
ト
に
よ
る
朦
朧
休
ふ
う
の
作
品
を
具
体
例
と
し
て
呈
示
し
、

大
観
、
春
草
と
の
影
饗
閉
係
を
例
証
し
た
い
。
な
お
、
本
稿
で
は
人

物
両
を
中
心
に
検
討
し
、
風
景
面
に
つ
い
て
は
別
稿
を
設
け
た
い
。

大
観
と
春
草
は
、
オ
ボ
ニ
ン
ド
ロ
ナ
ト
の
前
で
朦
朧
体
の
技
法
を

二
、
朦
羅
体
の
影
響
か
窺
え
る
作
品
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強
い
色
彩
」

に
慣
れ
て
い
た
彼
に
と
っ
て

こ
な
か
っ
た
」

と
迩
べ
て
い
る
。
「
ム
カ
ル
1
1

ペ
ル
シ
ア
風
の
絵
の

大
観
ら
の
表
現
は
「
淡

用
い
て
描
く
」

様
子
に
接
し
た
時
の
印
象
を

「
な
に
も
目
に
映
っ
て

オ
ボ
ニ
ン
ド
ロ
ナ
ト
は
、
初
め
て

披
露
し
た
と
思
わ
れ
る
。

絵
に
つ
い
て

体
と
な
り
、

写
す
を
愛
し
、

な
い
。

作
品
を
、

、o

、つカ

「
大
観
が
絹
の
う
え
に
博
聾
を

オ
ボ
ニ
ン
ド
ロ
ナ
ト
は
、

春
苺
か
描
い
た

「
彼
は
一
枚
の
絵
を
描
い
た
ー
遠
く
空
と
洵
か
沖
然
一

前
景
に
は
砂
洲
、

な
の
波
が
た
だ

一
条
拙
い
て
あ
っ
た
」
元
）
と
述
べ
て
い
る
。

品
を
確
認
し
て
は
い
な
い
も
の
の
、

の
風
景
匝
が
想
起
さ
れ
る
。

行
っ
た
展
菟
会
に
つ
い
て
は

す
な
わ
ち
大
観
ら
は
、

画
面
に
は
祖
せ
て
岸
辺
に
砕
け
る
は

ま
た
大
観
、

こ
の
作

空
と
洵
の
境
界
も
賤
味
な
春
苗

春
草
が
カ
ル
カ
ソ
タ
で

「
春
藉
氏
は
俊
美
な
る
自
然
的
景
物
を

具
雨
後
の
叢
竹
‘

述
花
及
ひ
月
卜
の
洵
な
ど
、

観
る
べ
し
。
」
（
打
）
と
い
う
記
事
か
あ
る
。

1ヽ

日
で
よ
、

£
―

ー
、

面
と
い
っ
た
朦
朧
休
の
特
徴
を
示
し
て
い
た
こ
と
は

、

大
に

こ
れ
ら
の
展

示
竹
品
か
い
か
な
る
図
株
で
あ
っ
た
の
か
確
詔
で
き
な
い
。

「
雨
後
の
叢
竹
」
「
月
下
の
海
」
を
画
題
と
し
た
作
品
が
、

し
‘
 

し
カ
湿
潤
な

空
間
に
対
象
物
が
ぱ
ん
や
り
浮
か
ふ
よ
う
な
表
現
や
色
調
重
視
の
画

想
像
に
難
く

渡
印
以
前
に
試
み
て
い
た
朦
朧
休
の

イ
ン
ド
で
も
制
作
し
た
と
推
測
で
き
る
の
で
は
な
い
た
ろ

い
煙
の
よ
う
」
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
「
こ
れ
か
い
っ
た
い
絵
と
い
え

る
の
か
」
と
印
象
を
語
る
文
齢
か
ら
は
、
彼
が
大
観
ら
の
淡
い
色
彩

を
物
足
り
な
く
感
じ
た
こ
と
、
そ
の
た
め
に
彼
ら
の
表
現
を
即
陀
に

容
詔
で
き
な
か
っ
た
様
子
が
窺
わ
れ
る
（
認
）
。
し
か
し
先
に
検
討
し

た
よ
う
に
、
彼
は
す
て
に
色
調
に
よ
る
感
情
表
現
を
試
み
て
お
り
、

微
妙
な
色
凋
を
特
徴
と
す
る
朦
朧
係
を
理
解
し
受
容
す
る
姿
勢
は
出

来
上
か
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
先
心
し
た
よ
う
に
彼
独
自

の
ス
タ
イ
ル
と
し
て
知
ら
れ
る
ウ
ォ
ノ
シ
ュ

・
テ
ク
ニ
ノ
ク
の
技
法

は
こ
の
闊
考
案
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
技
法
に
つ
い
て
は
オ
ボ
ニ
ン
ト
ロ
ナ
ト
の
制
作
現
場
を
実
見

し
た
桐
谷
洗
隣
が
、
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

「
ま
つ
鉛
籠
て
丁
享
に
↑
図
を
描
く
。
大
休
下
図
が
き
ま
る
と
、

そ
の
ま

、
乱
暴
に
も
そ
の
卜
図
を
前
の
水
盤
へ
と
つ
ぷ
り
虔
す
。
そ

し
て
取
出
し
た
奴
を
そ
の
ま
、
板
に
び
っ
た
り
は
つ
て
乾
く
の
を
待

つ
て

一
旦
舵
体
に
色
を
硲
つ
て
、
そ
の
色
の
乾
く
の
を
待
っ
て
ま
た

水
盤
へ
浸
す
。
そ
れ
を
取
出
し
て
再
ひ
板
に
は
つ
て
乾
く
の
を
待
っ

て
小
さ
い
部
分
を
彩
色
し
、
そ
れ
の
乾
く
の
を
待
っ
て
ま
た
水
盤
に

浸
し
、
取
出
し
て
板
に
は
つ
て
乾
く
の
を
待
っ
て
ま
た
他
の
小
か
い

部
分
を
彩
色
す
る
。
か
う
云
ふ
面
倒
を
平
気
て
何
回
も
繰
返
し
て
居

る
の
で
あ
る
。
大
竹
の
出
来
な
い
の
は
佃
埋
の
な
い
話
で
あ
る
。

：
・
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作
品
を
実
見

か
う
云
ふ
や
り
方
だ
か
ら
如
何
に
も
用
意
周
到
で
、
労
作
の
程
も
偲

ば
る
、
緻
密
な
も
の
で
は
あ
る
が
、
総
体
の
色
が
な
ん
と
な
く
濁

っ

て
不
愉
快
な
感
じ
が
す
る
。
」
(49)

予
備
的
な
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
の
後
、
画
面
全
体
に
着
彩
し
て
は
水
に

浸
す
と
い
う
作
業
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
色
彩
の
層
を
作
っ
て
い

く
。
こ
の
方
法
は
、
湿
っ
た
ま
ま
の
璽
間
を
空
副
毛
で
刷
く
と
い
う

朦
朧
体
の
技
法
と
同
じ
よ
う
な
効
果
を
生
ん
だ
と
思
わ
れ
る
。
水
分

を
多
く
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
先
に
置
い
た
色
彩
と
後
に
置
い
た
色

彩
が
複
雑
に
混
じ
り
合
い
、
微
妙
な
色
彩
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
生
む
。

そ
れ
に
よ
っ
て
画
面
の
色
彩
は
、
時
に
濁

っ
た
汚
い
も
の
と
な
っ
て

し
ま
う
ー
こ
れ
は
初
期
の
朦
朧
体
作
品
に
も
見
ら
れ
た
特
徴
で
あ
っ

た
。
こ
の
特
徴
ゆ
え
に
初
期
の
朦
朧
体
は
技
術
的
に
未
成
熟
と
さ

れ
、
当
時
の
絵
画
批
評
か
ら
非
難
さ
れ
た
。
そ
し
て
洗
鱗
も
ま
た
同

様
の
視
点
で
ウ
ォ
ソ
シ
ュ

・
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
批
判
し
て
い
る
。

一
九

0
0年
代
以
降
の
オ
ボ
ニ
ン
ド
ロ
ナ
ト
の
作
品
に
は
、
多
く

ウ
ォ
ッ
シ
ュ
・
テ
ク
ニ
ソ
ク
が
使
わ
れ
て
い
る
。
以

F
に
列
挙
す
る

人
物
画
は
そ
の

一
例
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
制
作
年
が
不
明

な
作
品
に
つ
い
て
は
、
そ
の
表
現
上
の
傾
向
か
ら
、
大
観
、
春
箪
と

の
交
流
後
の
作
品
と
訛
察
し
た
。
な
お
以
下
の
う
ち
図
7
ー
、

8
、

lo
、
JJ
、

12
、

13
は
図
版
の
み
を
参
考
に
し
て
お
り
、

し
て
は
い
な
い

。

〈イ
ン
ド
の
母
〉
一

九

0
ニ
ー
五
年
頃
ぅ

〈雲
の
使
い
〉
一
九

0
四
年

（図

4
)

〈手
紙
を
書
く
ル
ク
ミ
ニ
ー
〉
一

九

0
ニ
ー
五
年
頃
9

（図
71)
（31)

〈
ラ
ン
カ
ー
島
に
幽
閉
さ
れ
た
シ
ー
タ
ー
〉
一

九
〇
六
ー
七
年
頃
ゥ

（図

8
)
（辺）

〈
テ
ィ
ノ
サ

・
ア
シ
ョ
ー
カ
王
妃
〉
一

九

一
0
年

（図

9
)
（W
)

〈
カ
ー
ジ
ャ
リ
ー
の
お
ど
り
〉

一
九

一
七
年
頃
う
（
図
Jo)
（四

〈灯
篭
流
し
〉
一

九
ニ
一

年
頃
9

（図

ll）
(
-
5
)

〈
マ
ハ
ー
カ
ー
ラ
の
寺
に
て
〉
一

九
ニ
―
年
頃
う
（
図

12)
品）

〈サ

ン
タ
ル
族
の
少
女

・
ラ
ン
チ
に
て
〉
一

九
ー
ニ

年
（
図

13)
豆）

〈金

の
首
飾
り
の
女
〉
制
作
年
不
明
（
図
1
4
)
(
3
8
)

オ
ボ
ニ
ン
ド
ロ
ナ
ト
の
作
品
に
は
、
縦
書
き
の
サ
イ
ン
、
印
章
、

墨
の
使
用
な
と
、
日
本
画
の
影
孵
が
顕
著
で
あ
る
。
例
え
ば
〈
金
の

首
飾
り
の
女
〉
は
、
墨
で
ベ
ン
ガ
ル
文
字
を
縦
に
書
き
、
そ
の
ド

に

朱
で
印
章
が
捺
し
て
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
サ
イ
ン
は
他
の
作
品
に
も

多
く
散
見
さ
れ
、
例
と
し
て

〈
ウ
ラ
パ
ラ
駅
〉（
図

15
)
（翌
が
あ
る
。

ま
た

一
九
一

0
年
作
の
〈
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
と
子
供
〉
（図

16)
（
芭
の
よ
う

に
卑
認
線
も
多
附
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
日
本
画
的
要
素
に
つ
い

て
は
、
天
心
や
大
観
ら
の
他
、
勝
田
蕉
琴
や
荒
井
寛
方
か
ら
の
影
響

図
6
)
(g
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先
行
研
究
に
お
い
て
、

本
作
品
の
訓
作
年
は

一
九

0
ニ
ー

五
年
の
範
囲
で
枡
定
さ
れ
て
い
る
(
b
l
)
0

会
っ
た
後
の
制
作
か
ど
う
か
断
定
で
き
ず
、

関
係
は
実
証
で
き
な
い
。

的
要
素
を
全
而
に
出
し
て
い
た

や
、

れ
て
い
る
。

加
え
ら
れ
て
い
る
。

しヽ
ヽ

し
カ

従
っ
て
、

i

九

0

大
観
ら
と
出

日
本
画
家
か
ら
の
影
響

強
く
鮮
や
か
な
色
合
い
て
装
飾

〈ク

リ
シ
ュ
ナ

・
リ
ー
ラ
ー
・
シ

緻

密

で

丹

念

な

細

部

描

写

を

み

せ

て

い

る

〈
シ
ャ
ー

・
ジ
ャ
ハ
ー
ン
の
最
期
〉
と
比
べ
る
と
表
現
上
に
明
ら
か

な
迎
い
が
あ
る
た
め
、
大
観
ら
と
の
交
流
後
の
作
品
と
推
定
し
た

い
。
迎
の
花
の
表
現
、
人
物
背
景
の
黄
色
、
模
様
の
な
い
シ
ン
プ
ル

な
衣
裳
表
現
に
つ
い
て
は
、
春
草
が
イ
ン
ド
に
て
制
竹
し
た

リ

ー

ズ
〉

〈
弁
才

足
元
の
述
の
在
は
、
輪
郭
線
の
な
い
白
て
描
か

は
な
く
、
た
だ
、
仕
地
と
同
色
の
ぎ
こ
ち
な
い
輪
郭
線
が
わ
ず
か
に

で
あ
り
、
校
様
も
衣
紋
線
も
な
い
平
板
な
色
面
て
あ
る
。

陰
影
表
現

て
い
る
。
衣
裳
も
ま
た
背
景
の
色
調
と
統
i

感
を
も
っ
ォ
レ
ン
シ
色

物
は
こ
の
ぼ
ん
や
り
と
し
た
窃
間
の
な
か
に
浮
か
ふ
よ
う
に
拙
か
れ

微
妙
に
交
じ
り
合
う
パ
ス
テ
ル
調
の
色
彩
で
埋
め
ら
れ
て
い
る
。
人

例
え
ば

〈
イ
ン

ド
の
日
〉
を
み
る
と

背
景
は
負
色
と
淡
い
緑
か

と
し

こ
こ
で
は
特
に
朦
朧
休
と
の
共
通
性
に
落
目
し
た
い
。

も
考
え
得
る
。

し
か
し
そ
の
点
に
つ
い
て
の
検
討
は
他
稿
て
の
諜
題

天
〉
（
図

17)
（
似
）
と
の
頷
似
も
指
摘
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ニ
ヴ
ェ
デ
ィ
タ
か
、

竹
品
を
支
持
し
た
よ
う
に
品
）、

と
、
当
時
ベ
ン
カ
ル
地
方
に
勃
興
し
た
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ム
迎
動
と
の

直
按
的
関
辿
を
示
す
作
品
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
「
イ
ン
ド
の

日
」
と
題
さ
れ
た
木
作
品
の
女
甘
は
、

の
光
背
を
、

四
本
の
腕
に
は
、

象
徴
す
る
布
、
数
珠
、
本
、
稲
を
料
つ
。

的
な
事
物
か
描
か
れ
な
か
っ
た
の
は
、

し
て
表
現
す
る
た
め
で
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

を
思
わ
せ
る
卦
装
飾
的
で
簡
槃
な
衣
裳
な
ど
に
も
、

的
文
化
的
自
立
を
促
し
、

な
意
図
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

る
よ
う
な
暗
示
的
空
間
表
現
、

写
を
省
き
、

ト
の
場
合
、

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
思
想
の
象
徴
と
し
て
こ
の

〈
イ
ン
ド
の
母
〉

本
竹
品
は

、

頃
に
水
色
と
白
に
よ
る

二
重

各
々
衣
服
‘

オ
ボ
ニ
ン
ド
ロ

ナ
ト

侶
仰
、

l
h
‘
 

L

ヽ

.. 
、
.
'
l

ー
ナ
そ
．

u
~

腐
物
を

人
物
の
背
景
に
状
況
説
明

人
物
を
シ
ン
ホ
ル
的
存
在
と

そ
し
て
修
行
者

イ
ン
ド
の
経
済

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
連
動
を
鼓
舞
す
る
よ
う

し
か
し
こ
の
作
品
に
見
ら
れ

そ
し
て
衣
裳
の
模
椋
な
ど
の
細
部
描

色
面
を
効
果
的
に
用
い
る
表
現
は
、
オ
ボ
ニ
ン
ド
ロ
ナ

以
外
の
人
物
画
す
な
わ
ち
イ
ン
ド
の

神
話
や
風
俗
を
テ
ー
マ
と
す
る
請
作
品
に
も
見
ら
れ
る
特
徴
て
あ

り
、
図

4
と
図

9
を
除
く
作
品
は
、
背
景
の
状
況
説
明
的
な
対
象
物

が
意
図
的
に
省
略
さ
れ
た
好
例
と
い
え
る
。

本
稿
に
取
り
挙
げ
た
オ
ボ
ニ
ン
ド
ロ
ナ
ト
の
人
物
画
は
、
春
草
の
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一
八
九
九
年
作
〈
稲
田
姫
〉
（
図

18)
や
一
九
〇
一
年
作
〈
蘇
利
訣

別
〉
、
一
九

0
二
年
作
〈
王
昭
君
〉
と
い
っ
た
人
物
固
を
想
起
さ
せ

る
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
〈
イ
ン
ド
の
母
〉
に
見
ら
れ
る
柔
ら
か
く

明
る
い
ハ
ー
フ
ト
ー
ン
の
色
調
、
模
様
の
な
い
衣
裳
、
生
地
の
色
に

同
化
す
る
よ
う
な
色
の
線
に
よ
る
衣
紋
な
ど
は
、
〈
王
昭
君
〉
や

〈
蘇
利
訣
別
〉
等
に
見
ら
れ
る
春
草
の
人
物
表
現
に
近
い
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
ま
た
、
オ
ボ
ニ
ン
ド
ロ
ナ
ト
の
図

8
な
ど
に
見
ら
れ
る
よ

う
な
、
人
物
以
外
の
対
象
物
を
蝙
し
で
覆
い
陪
す
表
現
は
、
〈
稲
田

姫
〉
に
似
て
い
る
。
〈
稲
田
姫
〉
で
は
、
雲
（
霧
）
の
描
写
に
よ
っ

て
、
固
面
の
半
分
が
煙
り
に
巻
か
れ
た
よ
う
に
ぽ
ん
や
り
と
し
て
い

る
。
風
景
の
ほ
と
ん
ど
、
そ
し
て
主
要
テ
ー
マ
で
あ
る
龍
の
姿
さ
え

も
雲
で
隠
さ
れ
、
そ
の
存
在
は
暗
示
的
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
一

層
不
気
味
な
雰
囲
気
か
表
現
さ
れ
得
た
と
い
え
る
。
こ
れ
ら
の
春
草

に
よ
る
作
品
は
、
渡
印
す
る
前
に
日
本
で
制
作
さ
れ
た
も
の
で
あ

り
、
オ
ボ
ニ
ン
ド
ロ
ナ
ト
ヘ
の
直
接
的
影
郷
脅
は
断
定
で
き
な
い
。
し

か
し
こ
れ
ら
の
作
品
に
明
瞭
な
朦
職
休
の
特
徴
は
、
オ
ホ
ニ
ン
ド
ロ

ナ
ト
の
表
現
に
通
じ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
イ
ン
ド
で
制
作
さ

れ
た
大
観
の
〈
イ
ン
ド
守
設
神
〉
（
図

19)（
61)
と
も
、
煩
似
点
が
指
摘

で
き
る
。
こ
の
作
品
で
は
、
ヒ
ン
ズ
ー
教
の
カ
ー
リ
ー
女
神
が
、
画

面
の
中
央
で
は
な
く
右
上
に
立
ち
、
そ
の
他
は
雲
と
白
い
花
が
舞
う

の
み
で
あ
る
。
通
常
、
興
奮
し
た
カ
ー
リ
ー
が
夫
で
あ
る
シ
ハ
神
を

踏
み
つ
け
る
場
面
が
描
か
れ
る
の
に
対
し
て
、
こ
の
作
品
で
は
、
そ

の
よ
う
な
神
話
の
内
容
を
説
明
す
る
要
素
は
省
か
れ
て
い
る
。
カ
ー

リ
ー
の
残
酷
で
恐
ろ
し
い
印
象
は
な
く
、
む
し
ろ
浪
没
的
雰
囲
気
さ

え
感
じ
ら
れ
る
作
品
で
あ
り
、
イ
ン
ド
の
伝
統
的
モ
チ
ー
フ
を
借
阻

し
な
が
ら
も
大
観
な
り
の
表
現
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し

て
人
物
の
周
囲
の
空
間
を
雲
や
大
気
表
現
あ
る
い
は
最
し
で
埋
め
る

方
法
は
、
オ
ボ
ニ
ン
ド
ロ
ナ
ト
の
表
現
に
共
通
す
る
の
で
は
な
い
た

ろ
う
か
。

こ
の
よ
う
な
、

オ
ボ
ニ
ン
ド
ロ
ナ

・
テ
ク

存
分
に
活

朦
朧
体
に
類
似
す
る
表
現
は
、

ト
の
典
型
的
ス
タ
イ
ル
と
な
り
、
大
観
ら
と
交
流
し
た
直
後
の
一
九

0
四
ー
一

0
年
頃
の
み
な
ら
す
一
九

0
0年
代
以
降
の
作
品
に
も
継

統
さ
れ
て
い
く
。
し
か
し
な
が
ら
、
オ
ボ
ニ
ン
ド
ロ
ナ
ト
の
表
現

は
、
大
観
、
春
草
の
朦
朧
体
の
特
徴
に
必
ず
し
も
一
致
す
る
わ
け
で

は
な
い
。
例
え
ば
春
草
の
衣
裳
描
写
は
、
衣
紋
を
表
す
色
線
を
片
煽

し
す
る
方
法
で
、
製
が
立
体
的
に
表
現
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
そ
れ

に
対
し
て
オ
ホ
ニ
ン
ド
ロ
ナ
ト
の
場
合
、
〈
イ
ン
ド
の
母
〉
の
他
、

図

8
、
図

9
、
図
］
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
線
描
の
有
皿
に
関
わ
ら

ず
什
上
が
り
は
平
板
で
あ
る
こ
と
が
多
く
、
ウ
ォ
ッ
シ
ュ

二
ソ
ク
に
よ
っ
て
微
妙
な
色
調
を
蔀
し
出
す
地
塗
り
を
、
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で
あ
り
、
そ
れ
は
、
日
本
画
家
と
の
交
点
か
彼
の
表
現
展
間
上
に
測

ナ
ト
の
表
現
か
朦
朧
体
ふ
う
の
表
現
へ
転
向
し
た
点
は
仕
目
す
べ
き

い
表
現
た
っ
た
。

大
観
ら
と
の
交
流
を
き
っ
か
け
に
オ
ホ
ニ
ン
ド
ロ

洋
画
の
写
実
日
ゃ
ィ
ン
ト
細
密
画
の
装
飾
性
て
は
成
し
得
な
い
祈
し

を
強
調
す
る
傾
向
は
、
更
に
助
長
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
西

で
に

〈
シ
ャ

ー
・

シ
ャ
ハ

ー
ン
の
最
期
〉

に
見
ら
れ
た
感
情
的
含
み

色
彩
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
そ
の
方
広
に
よ
っ
て
、
す

用
し
た
要
素
は
州
し
に
よ
る
対
象
物
の
省
略
と
、
微
妙
て
複
雑
な

オ
ホ
ニ
ン
ト
ロ
ナ
ト
か
肱
朧
休
の
牡
徴
の
中
て
も
特
に
桔
極
的
に
採

て
お
り
、
浪
漫
的
な
雰
囲
気
の
表
現
に
終
始
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち

囲
を
取
り
巻
く
蒻
し
の
手
法
は
、
大
観
ら
の
人
物
画
よ
り
も
徹
底
し

感
し
ら
れ
な
い
。

図

7(
、
図

8
な
ど
に
明
白
な
よ
う
に
、
人
物
の
周

オ
ホ
ニ
ン
ト
ロ
ナ
ト
か
伝
統
美
術
へ
の
匝
帰
を
基
盤
に
独
自
の
表

現
を
模
索
し
て
い
た
頃
、
イ
ン
ド
で
は
、
日
本
美
術
院
の
功
粕
に
よ

り
伝
統
美
術
の
価
値
を
再
認
温
し
つ
つ
独
自
の
発
展
を
逐
げ
た
日
本

美
術
界
の
状
況
か
伝
え
ら
れ
て
い
る
（
り
。
例
え
ば
、

ニ
ヴ
上
デ
ィ

タ
は
『
東
洋
の
埋
想
』
序
文
の
中
て
、
「
氏
（
天
心
ー
籠
者
註
）

は
、
全
東
訃
を
通
し
て
今
日
い
ち
し
る
し
い
流
行
を
み
せ
て
い
る
疑

似
臥
風
化
の
傾
向
に
反
対
し
て
、
日
本
美
術
の
強
力
な
再
田
民
化
の
方

向
に
む
か
っ
て
氏
の
努
力
を
傾
け
て
こ
ら
れ
た
の
て
あ
り
ま
す
。
」
(bO)

と
天
心
の
功
禎
に
つ
い
て
辿
べ
て
お
り
、
日
本
に
お
け
る
天
心
や
大

観
ら
の
絵
画
迎
動
に
関
す
る
こ
の
よ
う
な
情
報
は
、
オ
ホ
ニ
ン
ド
ロ

ナ
ト
に
大
き
な
刺
故
を
与
え
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

欧
化
王
義
に
反
発
し
伝
統
美
術
復
興
を
喚
起
し
た
ハ
ー
ベ
ル
や
オ

的
要
累
が
混
在
さ
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
写
実
的
表
現
へ
の
関
心
は

わ
か
る
。

ン
ト
ロ
ナ
ト
の
作
品
に
は
、
過
去
に
修
得
し
た
技
術
と
し
て
西
洋
画

う
日
木
美
術
界
て
の
不
安
は
、
イ
ン
ド
に
も
共
迎
し
て
い
に
こ
と
が

し
た
独
自
の
妍
表
現
の
間
発
に
あ
っ
た
。

そ
れ
に
対
し
て
オ
ボ

化
の
流
れ
の
な
か
て
伝
統
美
術
が
崩
壊
の
危
機
に
さ
ら
さ
れ
る
と
い

の
校
倣
的
導
入
て
は
な
く
、
あ
く
ま
て
古
典
美
術
の
枯
神
を
晶
盤
と

か
現
れ
て
い
る
。

も
ち
ろ
ん
、
彼
ら
か
志
し
た
の
は
西
祥
的
表
現

箪
墾
の
耕
除
て
あ
り
、
そ
こ
に
は
内
詳
画
の
立
休
的
表
現
へ
の
関
心

朦
朧
休
の
試
み
を
端
的
に
捉
え
る
と
す
れ
は
‘
そ
れ
は
仕
統
的
な

か
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。

天
心
ら
か
渡
印
し
た
頃
の
イ
ン
ト
美
術
界
を
概
観
す
れ
は
、
也
欧

ま
と
め

り
知
れ
な
い
貢
献
を
も
た
ら
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
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ポ
ニ
ン
ド
ロ
ナ
ト
の
役
割
は
、
日
本
で
の
フ
ェ
ノ
ロ
サ
や
天
心
、
大

観
、
春
草
の
仕
事
に
匹
敵
す
る
。
こ
の
よ
う
な
共
通
の
立
場
、
共
通

の
使
命
感
が
、
彼
ら
日
印
画
家
の
交
流
を
促
進
し
た
の
で
は
な
い
た

ろ
う
か
。
日
本
の
画
家
と
の
交
流
を
経
て
、
オ
ホ
ニ
ン
ド
ロ
ナ
ト

は
、
日
本
画
の
要
素
を
自
ら
の
表
現
と
し
て
獲
得
し
た
。
そ
し
て
日

本
圃
の
要
素
を
取
り
人
れ
る
試
み
は
、
他
の
ヘ
ン
ガ
ル
派
の
両
家
ー

ゴ
ゴ
ネ
ン
ド
ロ
ナ
ト
や
ノ
ン
ド
ラ
ル

・
ボ
シ
ュ
ら
に
も
見
ら
れ
る
領

向
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
、
ハ
ー
ベ
ル
に
よ
っ
て
喚
起
さ
れ
た
伝
統
回

帰
を
基
盤
と
し
つ
つ
日
本
画
か
ら
表
現
を
吸
収
す
る
こ
と
で
イ
ン
ド

近
代
絵
画
を
創
造
し
た
。
す
な
わ
ち
オ
ボ
ニ
ン
ド
ロ
ナ
ト
と
大
観
ら

の
交
流
は
、
イ
ン
ド
絵
画
近
代
化
に
お
い
て
き
わ
め
て
重
要
な
役
割

を
果
た
し
た
の
で
あ
る
。

更
に
、
先
行
研
究
の
中
に
は
、
大
観
、
春
草
、
オ
ポ
ニ
ン
ド
ロ
ナ

ト
が
朦
朧
体
と
ウ
ォ
ッ
シ
ュ

・
テ
ク
ニ
ッ
ク
と
い
う
相
似
た
表
現
を

共
有
し
た
点
に
つ
い
て
、
西
洋
圃
に
対
峙
し
得
る
「
オ
リ
エ
ン
タ

ル

・
ス
タ
イ
ル
」
形
成
へ
の
相
互
参
加
て
あ
る
と
捉
え
る
も
の
も
あ

る
(67)
。
こ
の
見
解
に
つ
い
て
は
、
オ
ホ
ニ
ン
ド
ロ
ナ
ト
自
身
の
記

迩
に
よ
る
襄
付
け
を
見
つ
け
る
こ
と
が
出
来
ず
、
本
稿
で
は
確
か
な

実
証
を
行
う
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
大
観
、
春

草
と
オ
ボ
ニ
ン
ド
ロ
ナ
ト
に
よ
る
絵
画
運
動
の
根
本
に
等
し
く
「
疑

似
欧
風
化
」
へ
の
反
発
が
あ
っ
た
こ
と
を
想
起
す
れ
ば
、

な
解
釈
も
的
外
れ
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

オ
ホ
ニ
ン
ド
ロ
ナ
ト
が
朦
朧
体
を
採
用
し
た
背
景
に
、
天
心
に
よ

る
ア
ジ
ア
文
化
統
一
の
思
想
を
想
定
す
る
見
解
も
ま
た
看
過
で
き
な

い
(
0
8
)。
天
心
を
取
り
巻
く
宗
教
改
革
家
ビ
ベ
カ
ノ
ン
ド
、
そ
の
弟

子
ニ
ヴ
上
テ
ィ
タ
、
そ
し
て
ロ
ピ
ン
ド
ロ
ナ
ト
ら
イ
ン
ド
民
族
連
動

の
支
援
者
た
ち
も
ま
た
、
こ

の
思
想
を
共
有
し
て
い
た
と
い
う
品
）
0

ベ
ン
ガ
ル
地
方
で
昂
揚
し
た
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
思
包
や
ス
ワ
テ
ー

シ
ー
連
動
（
外
固
商
品
ー
特
に
イ
ギ
リ
ス
の
も
の
を
排
斥
す
る
運

動）

に
少
な
か
ら
ず
関
わ
っ
た
オ
ホ
ニ
ン
ド
ロ
ナ
ト
が
、
外
国
で
あ

る
日
本
の
絵
画
を
肯
定
し
た
の
は
、
彼
ら
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
、

ア
ジ
ア
連
帯
の
思
想
を
基
盤
に
据
え
て
い
た
か
ら
で
は
な
い
た
ろ
う

か
。
そ
れ
は
す
な
わ
ち
、
朦
朧
体
が
「
ア
ジ
ア
の
技
法
」
と
し
て
容

認
さ
れ
る
素
地
が
あ
っ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
ア
ジ
ア

連
幣
の
思
想
か
オ
ボ
ニ
ン
ド
ロ
ナ
ト
や
大
観
、
春
雄
に
与
え
た
影
響

に
つ
い
て
は
、
文
献
資
杜
の
調
森
を
含
め
今
後
検
討
を
進
め
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
同
貼
に
彼
ら
日
印
画
家
に
よ
る
表
現
技
法
や

モ
チ
ー
フ
の
い
わ
ば
交
換
学
習
の
実
態
を
、
更
に
検
証
し
て
い
く
こ

と
が
今
後
の
調
査
課
題
で
あ
る
。
そ
の
結
果
に
よ
っ
て
は
、
大
観
、

春
草
の
役
割
あ
る
い
は
朦
朧
休
の
意
義
を
、
日
印
芙
術
交
流
に
よ
る

そ
の
よ
う
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ア
ジ
ア
絵
画

の
近
代
化
と
い
う
、

づ
け
る
こ
と
も
司
能
で
あ
ろ
う
。

よ
り
広
範
な
文
脈
の
な
か
に
位
酋

•

本
稿
に
て
用
い
た
イ
ン
ド
語
（
人
名

・

竹
品
名
な
ど
）
に
つ
い
て
は

、

そ
の

片
仮
名
表
記
と
ロ
ー
マ
字
・
転
写
を
本
文
末
の

一
覧
表
に
ま
と
め
た
。

•

本
文
中
の
竹
品
名
は
舒
者
の
訳
出
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、

H

本
の

文
献
に
紹
介
済
み
の
作
品
に
つ
い
て
は
、
そ
の
文
献
に
よ
る
翻
訳
を
採
用
し

た
（
そ
の
場
合
は
、
吐
に
典
拠
文
献
を
明
記
し
た
。
）

•

竹
品
の
原
迎
と
デ
ー
タ
に
つ
い
て
は
、
本
文
末
に

i
屍
表
と
し
た
。

•

本
稿
に
お
い
て
は
、
以
下
の
略
記
、
沢
点
を
用
い
て
い
る
。

R
abin
d
ra 
B
h
a
rati 
Socie
ty
 (
ロ
ピ
ン
ド
ロ

・
バ
ロ
テ
ィ

・
ソ
サ
エ
テ
ィ
）

|
 R.B
.S
 

R
a
b
,
n
d
r
a
 
Bharat
i
 M
u
s
e
u
m
 
(
ロ
ピ
ン
ド
ロ
・
パ
ロ
テ
ィ
美
術
館
）
ー
R

B
美
術
館

Indian 
M
u
s
e
u
m
ー
イ
ン
ド
煎
物
館

G
o
v
e
r
n
m
e
n
t
 C
o
―lege 
o
(
/
1
,・t
 &
 C
r
a「
t
ー
カ
ル
カ
ノ
タ
政
府
美
術
学
校

．
註
、
図
版
リ
ス
ト
、
図
版
典
拠
に
て
用
い
て
い
る
文
献
番
号
に
つ
い
て
は
、

許
lg
を
参
照
の
こ
と
。

(
1
)
 
i¥banindranath 
T
a
g
o
r
e
の
片
仮
名
表
記
に
つ
い
て
は
、
日
本
の
文
献

註

や
先
行
研
究
に
お
い
て
統
＿
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
本
栢
で
は
ヘ
ン
カ
ル

語
の
発
音
に
従
い

、
「
オ
ボ
ニ
ン
ド
ロ
ナ
ト
」
の
表
記
で
統
i
す
る
。
そ

の
他
の
人
名
表
記
に
つ
い
て
は
、
本
文
末
の
i
燒
表
を
参
照
の
こ
と
。
な

お
、
タ
ゴ
ー
ル
の
名
は
ベ
ン
ガ
ル
語
で
、
[
・1iaku
r
(
タ
ク
ル
）
と
発
音
さ

れ
る
が
、
本
稿
て
は
一
般
に
浸
透
し
て
い
る
英
冶
名
T
a
g
o
re
を
用
い
た
6

(
2
)

仏
藤
迅
信
「
朦
朧
休
論
」
（
『
囚
誰
i

―
二
｝
芯
囮
号
‘

}
九
J
L
八
印
八

月
）
二
八
負
。

(
3
)

明
治
期
の
美
術
雑
認
に
掲
載
さ
れ
た
イ
ン
ト
関
係
の
記
事
に
つ
い
て

は
、
勝
山
滋
氏
の
東
京
芸
術
大
毎
卒
業
綸
文
「
大
正
日
本
画
の
イ
ン
ト
的

傾
向
」
(
i
九
九
叫
年
）
に
詳
し
い
。

(
4
)

勝
田
魚
苓
「
巾
度
の
絵
画
に
つ
い
て
」
（
上
）
（

T
）
（
:
美
術
枡
報
』

第
石
巻
第

一
号
、
二
号
‘
i
九

0
六
年
三
月
、
四
月
）
各
号
凹
祠
。
イ
ン

ド
滞
府
中
の
仕
蒻
か
ら
屈
け
ら
れ
た
報
告
文
。
；
氏
（
オ
ボ
ニ
ン
ド
ロ
ナ

ト
ー
笥
者
註
）
の
今
日
あ
る
は
、
先
年
横
山
菱
田
両
氏
の
渡
印
大
な
る
影

i

．マ

響
を
与
へ
ら
れ
た
り
と
の
と
に
て
‘
氏
も
亦
自
両
氏
の
構
想
、
技
術
を
敬

菜
故
屈
候
°
L

と
あ
り
、
オ
ボ
ニ
ン
ド
ロ
ナ
ト
が
大
観
、
春
玲
の
絵
画
に

傾
倒
し
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

(
5
)

ジ
ョ
ン

・
ブ
ー
・

ウ
ー
ト
ロ
ノ
フ
「
印
度
に
於
け
る
絵
画
の
新
派
」

(
r
凹
碓
J

二
i
i
i
-
i
号
、

i
九

0
八
年
i
i
l
月
）
一
万

0
ー
i
石
一
頁
。

(
6
)

青
陵
生
「

fIi印
度
画
に
就
て
」
(
r
囚
旅
』
二
ニ
六
号
、
一
九

0
九
年

三
月
）

―
ii
＿面
i_
i
-
三
八
頁
。

(
7
1
)
 

R
.8
.S
の
所
蔵
品
リ
ス
ト
に
よ
れ
ば
、
原
題
は
M
o
o
n
l
ight
P
a
r
t
y
で
あ
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る
。
制
作
年
は
不
明
、
サ
イ
ズ
は
一
五

・
八
X
ニ
ニ

・
三
セ
ン
チ
、
水

彩
、
紙
、

R.BS.
所
蔵
。

(
8
)

ゴ
ゴ
ネ
ン
ド
ロ
ナ
ト

・
タ
ゴ
ー
ル
(
-
八
六
七
ー
一
九
三
八
）
オ
ボ
ニ

ン
ド
ロ
ナ
ト
の
実
兄
で
あ
り
、
西
家
。
大
観
、
春
心
早
溝
印
の
際
に
交
流
を

も
ち
、
日
本
画
の
影
榔
を
強
く
受
け
た
。

(
9
)

ノ
ン
ド
ラ
ル

・
ボ
シ
ュ
(
-
八
八
―
｝
一

I
-
九
六
六
）
カ
ル
カ
ノ
タ
政
府

美
術
学
校
に
て
オ
ボ
ニ
ン
ド
ロ
ナ
ト
の
指
導
を
受
け
る
。
一
九

一
0
年
に

は
、
ニ
ヴ
ェ
デ
イ
タ
の
勧
め
に
よ
り
ア
ジ
ャ
ン
タ
壁
画
校
写
事
業
に
派
遣

さ
れ
、
こ
の
時
荒
井
寛
方
に
出
会
っ
て
い
る
。

(Jo)

田
中
生
「
印
度
画
の
展
観
を
看
る
」
(
-
'
国
蔀
．
i

三
一
阻
号
、
一
九
一

六
年
七
月
）
四
一
頁
。

(JJ
)

先
行
文
献
で
は

作
品
名
が
1
,
h
e
 B~nishecl 

Y
a
k
s
h
a
 
l{al
ic
l
a
s
a
's
 

M
e
g
h
a
c
l
 uta
と
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
（
文
献
③
、

p
2
5
6
)

。
本
作
品
は
、

ィ
ン
ド
古
典
文
学
史
上
姫
も
著
名
な
詩
人
カ
ー
リ
ダ
ー
サ
の
抒
情
闊

「メ

ー
カ

・
ド
ゥ
ー
タ
」
か
ら
テ
ー
マ
を
得
て
い
る
。
作
品
名
の
訳
に
つ

い
て
は
、
辻
直
阻
朗
氏
に
よ
る
翻
訳
（
r
担
界
文
学
大
系

4

イ
ン
ド

集
」
一
九
五
九
年
五
月
、
筑
常
瞥
房
、
三
三
三
頁
）
に
従
っ
た
。
な
お
、

「
印
度
小
品
画
展
菟
会
」

(
r
美
術
新
報
』
一
五
巻
九
号
、
一
九
一
六
年

七
月
、
二
四

ー
ニ
六
頁
）
で
は

〈
追
放
せ
ら
れ
た
る
ジ
ャ
カ
シ
ャ
〉
と
訳

さ
れ
て
い
る
。
制
作
年
は
画
而
右
下
に

r
J
 
9
0
4
-J

と
記
載
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
わ
か
る
。

(Jz)

「
印
度
小
品
画
展
覧
会
」
（
註
且
参
照
）
に
図
版
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、

竹
品
名
は
〈
用
季
の
お
ど
り
〉
と
訳
さ
れ
て
い
る
。
原
題
は
K
<
1
J
ll
l'
l

D
a
n
c
e

で
あ
り
（
文
甜
④
、

p
.3
6
5
)
'

本
稿
で
は
〈
カ
ー
ジ
ャ
リ
ー
の
お

ど
り
〉
と
訳
出
し
た
。

(13)

本
展
英
会
に
つ
い
て
は
、
榮
珈
委
fHi
「
年
表
近
代
に
お
け
る
日
本
と
イ

ン
ド
の
美
術
交
流
」
（
『
ア
ジ
ア
近
代
絵
画
の
夜
明
け
展
」

一
九
八
五
年

三
月
、
国
立
国
際
美
術
館
他
）
を
参
照
し
た
。
オ
ポ
ニ
ン
ド
ロ
ナ
ト
の
出

品
作
に
つ
い
て
は
「
今
囲
此
処
に
見
る
も
の
は
ー
追
放
せ
ら
れ
た
る
ジ
ャ

カ
シ
ャ
＇
』
と
『
印
季
の
お
ど
り
』
と
の
二
を
除
け
ば
皆
風
景
な
り

L

と
の

記
述
が
あ
る
（
「
印
度
小
品
画
展
英
会
」
討
J
参
照
、
三
石
四
頁
）
。

(
M
)

桐
谷
洗
隣
「
圃
家
タ
ゴ
ー
ル
及
印
度
圃
檀
L

(

『
中
央
美
術
』
第
二
巻

第
七
号
、
一
九
一
六
年
七
月
、
一
五
ー
ニ

0
頁
）
。
こ
の
他
「
印
度
芸
術

の
探
検
」
（
『
美
術
新
報
』
ー
ニ
巻
一
一
号
、

一
九
二
二
年
九
月
、
―
二

ー
一
六
頁
）
に
も
オ
ボ
ニ
ン
ド
ロ
ナ
ト
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
る
。
洗
鱗

は
初
め
叡
岡
、
水
汎
に
人
門
し
た
が
、
水
洗
が
歿
し
た
た
め
橋
本
雅
邦
に
師

事
し
た
。
一
九
―
一
年
に
古
代
イ
ン
ド
美
術
研
究
の
た
め
に
渡
印
、
カ
ル

ヵ
ノ
タ
に
て
オ
ボ
ニ
ン
ド
ロ
ナ
ト
や
天
心
に
会
っ
て
い
る
。

(
J
)

我
要
和
男
「
ベ
ン
ガ
ル

・
ル
ネ
ノ
サ
ン
ス
考
」

(
r

三
彩
』
二
七
五

号、

一
九
七
一
年
八
月
）
一
一
ー
ニ
五
頁
。

(16)

一
九
八
五
年
三
月
か
ら
九
月
ま
で
、
国
立
国
際
美
術
館
、
下
関
市
立
美

術
館
へ
栃
木
県
立
美
術
館
、
東
京
都
庭
園
美
術
館
に
て
開
催
さ
れ
た
。

(17)

一
九
九
六
年
一

0
月
一
九
日
に
行
わ
れ
た
。
本
講
派
の
記
録
と
し
て

「
天
心
・
大
観
・
タ
ゴ
ー
ル
家
〈
講
涼
箱
記
〉
」
(
r
学
芸
雑
記
帖
↑
二
、
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T
h
e
 
Afal, 
g
(
J
A
 IVew.Iudi(U・L
 

i
九
九
七
年
i
二
月
、
柚
山
大
観
記
含
館
）
が
あ
る
。

(lS)

春
日
井
演
也
「
イ
ン
ド
と
日
本
」
（
四
）
、
（
五
）
（
r
佛
教
大
学
研
究
紀

要
」
第
五
五
‘
石
六
号
、
―
九
七
i
介
i
二
月
、
i
九
七
二
年
i
二
月
）
こ
の

他
大
観
ら
の
滞
印
中
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
小
西
正
捷
「
大
観
と
イ
ン

ド
」
（
忍
ば
報
』
褐
4
‘
＿
九
八
六
介
六
月
、
描
山
大
観
記
含
館
）
、
臼
田

雅
之
：
カ
ル
カ
ノ
タ
の
大
観
」
(
r
飴
報
i
蜘
1
0
‘
―
九
九
二
年
1
ハ
月
、

先
に
同
し
）
、
長
尾
正
慾
「
イ
ン
ド
と
大
観
ー
堀
至
徳
と
ム
ク
ル

・
デ
と

の
交
友
ー
」
(
r
飴
報
』
蜘
訟
‘
―
九
九
四
年
1
ハ
月
、
先
に
同
し
）
な
と

、。し

こ
争
し

ò,
9
 

(19)

本
稿
で
参
照
し
た

1
な
先
行
研
究
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

①
 R
a
m
e
n
d
r
a
n
a
t
h
 
C
h
a
h
a
v
o
r
t
y
.
 A
言
苔
言
l~(Ltlt7,agore
.
 H
・is 
Early 

W
o
r
k
.
 1.95.1 ,, 

Indi
a
n
 M
u
s
e
u
m
.
 Calcutta 

＠
 Jaya 
A
p
p
a
s
a
r
n
y
.
 Abcw-indrcwath
・1
 
,agore(wd lh
e
 Arl of His 
Till g
 

1
9
6
8
.
 Ne
w
 
Delhi 

③
 G
u
h
a
 ,,I、hakurta

C
a
m
b
r
i
d
g
e
 

G
 Partha 
Mitter
,
 Ari m
u
/
 Natwnalis,n 

[
9
9
,1 •• 

C
a
m
b
r
i
d
g
e
 

◎
 D
.
 
P
.
 
Patn.ai k
.
 Ab
a
n
i
n
d
ranat・
l~audIIgSArl] 
1.995
.
 Ra
b111d
ra 
B
h
,m
,t, 

Society
.
 Ca
lcutta 

⑥
 Centenary
.
 19
6
6
.
 Go
v
e
r
n
m
e
n
t
 College 
of 
A
r
t
 &
 Craft. 
Calcutta 

@
C
o
l
5
m
b
u
t
L
O
g
o
I
T
a
g
o
r
e
r
a
m
u
y
o
j
]
ミ
、
a
s
a
n
l
,
o

・t
1
t
A
r
t
o
I
h
u
l
t
a

A
r
 

1.992 

Rab1ncl1
・a
 Bharati 
M
u.s
c
u
m
.
 Calcutta 

(20)

タ
ゴ
ー
ル
象
と
ロ
ビ
ン
ド
ロ
ナ
ト

・
タ
コ
ー
ル
(
i
八
六
―
|
i
九
四

こ
の
経
歴
に
つ
い
て
は

K
ク
リ
パ
ラ
ー
ニ
，
森
本
近
雄
訳
r
タ
ゴ
ー
ル

の
仕
涯
』
（
上
）
（
下
）
（
i
九
七
八
年
二
月
、
i
九
七
九
年
一
月
、
第
三
＇
及

明
社
）
、
山
ぐ
｛
寄
面
「
解
説
ー
タ
ゴ
ー
ル
小
伝
」
(
r
タ
ゴ
ー
ル
計
貌
』
一
九

六
六
介
i
O
月
、
愉
生
紺
房
、
ニ
ハ
四
ー
i
七
七
函
）
を
参
照
し
た
。

(zl)

ラ
シ
ャ

・
ラ
ウ
ィ
・
ウ
ァ
ル
マ
（
i
八
四
八
ー
＿
九

0
六
）
彼
の
表
現

ス
タ
イ
ル
は
、
主
に
西
祥
画
の
複
製
を
参
考
と
し
た
独
学
に
よ
っ
て
完
成

さ
れ
た
も
の
ら
し
い
。
i
八
七

0
年
代
に
は
イ
ン

r
の
古
典
文
洋
や
神
f叩

を
テ
ー
マ
と
す
る
ピ
ク
ト
リ
ア
朝
風
の
表
現
で
名
芦
を
得
、
彼
の
作
品

は
、
オ
レ
オ
グ
ラ
フ
ィ
ー
の
形
で
イ
ン
ド
に
大
盟
に
偏
在
す
る
こ
と
と

な
っ
た
(
J
.C.
Harle 
a
n
d
 
Ancl,
・e
w
 T
o
p●
[

 iclcl 

Iudta
.lL
¥-riuL‘l.he 

1¥slw10l
き
ご
VI.g

g
m
.
 19
8
7
.
 0
 xr
 c
 rel
.
 pp
8
5
-
8
E
i
参
照
）
。

(22)

オ
リ
ン
ト

・
キ
ラ
ル
デ
ィ
0
1

=
 
n
to
 Ghil
ar
cli 

Uri
没
年
不
明
）
i
八
八

六
年
一
月
に
カ
ル
カ
ソ
タ
政
府
美
術
学
校
の
学
艮
袖
仇
に
就
任
し
た
（
文

献
⑦
、
[
)
.1
,1
参
照
）
。

(23)

チ
ャ

ー
ル
ズ

・
パ
ー
マ
ー
C
h
a
r
l
e
s
P
a
l
m
e
r
 
(
生
没
印
不
明
）
イ
ギ
リ

ス
人
。
オ
ボ
ニ
ン
ト
ロ
ナ
ト
に
出
会
う
以
前
に
、
サ
ウ
ス
ケ
ン
ジ
ン
ト

ン
・
ア
ー
ト
・
ス
ク
ー
ル
教
師
や
（
文
献
①
、
P
1
3
参
照
）
ロ
ン
ド
ン
に

あ
る
ロ
イ
ヤ
ル
・
カ
レ
ソ
ジ
・
オ
プ

・
ア
ー
ト
の
教
授
を
務
め
た
経
歴
も

あ
る
(
R
a
,
G
o
v
1
n
d
 
C
h
a
n
d
r
a
.
 Aban-inclra11at-l1 
l̀.p ![Ore
,
 19
3
3
.
 Cal ,
 

cu
tt
a
.
 P.1
6
参
照
）
。



96 

(24)

図

1
の

原

追

は

0
n
‘
l
,
h
e
 

S
w
 =
 

11).(
.
 

図

2
は
、
一
'
o
o
-

（

)

f

―し(
)
<
c

図

3
は

h
c
p
a
r
i
n
g

f
o
r
 T
h
e
 R
e
c
e
p
u
o
n

先

行

文

軋

に

よ

っ

て

本

シ

リ
ー
ズ
の
タ
イ
ト
ル
は

R
a
d
h
a

K
r
i
s
h
n
a
 
S
e
r
i
e
s

と
さ
れ
る
場
合
が
あ
る

（
文
献
①
、

p
.
1
7
)
。
な
お
本
ン
リ
ー
ズ
の
制
作
年
に
つ
い
て
は
訊
説
あ

る
。
以
下
に
そ
の
例
を
列
倖
す
る
と
、
，
八
九
五
年
(
、
111

L
x
l
 ~1bil1
（
ミ
ミ

l>（
11J1/i11 ,
g
r
s
(
n
u
l
l
)
r
u
1
u
i
n
.
g
s
l
}
•
V

、
一
言
旦
言
―

(
i
[
h
(
m
d//is 
Co11/e111 

亙
g
、11
l
1
s
l
J• 

1
9
8
2
.
 l
l
8
S
.
 C
a
l
c
u
t
t
a
.
 p
l
)
 

i

八
九
そ
ー
九

71
年

(
A

言
・lin
d
m
l
l
(～
[

h
,
 1
9
7
3
.
 ¥
l
i
,
v
,
,
-B
h
a
r
;ili
.
 S
a
n
l
i
n
i
k
e
tヘ
Li1
,

p
.:.J(-i) 

i
 

八
九
八
ー
九
九
年
（
文
献
③
｀

p
 2
3
7
)
一
八
九
~
年
（
文
孤
①
、

p
.
 
l
 

7
)
 
i

八
九
六
年
（
文
献
②
、

P

、-OO
)

一
八
九
六
ー
九
七
年
（
文

献

⑦
、

p
9
)

也
し
、

O

C

ガ
ン
グ
リ
の
証
言
に
よ
れ
は
、
オ
ボ
ニ
ン
ド
ロ

ナ
ト
が
こ
の
シ
リ
ー
ズ
作
を
チ
ャ
ー
ル
ズ

・
パ
ー
マ
ー
に
見
せ
た
と
こ
ろ

彼
は
こ
の
作
品
を
営
め
、
こ
の
方
向
で
前
巡
す
る
よ
う
雁
め
た
。
そ
し
て

彼
と
の
レ
J

ス
ン
は
終
わ
っ
た
と
い
う
。
こ
れ
を
信
し
る
な
ら
ば
、
ハ
ー

ベ
ル
に
出
会
う
以
前
の
制
作
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
（
文
拙
①
、

p
.
1
:J

参

照
）
。

(25)

本
稿
に
て
掲
載
し
た
図
版
の
他
に
、

M
o
o
n

L
i
g
h
t
 Dance• 

K
 ,・
i
s
i
l
n
a
 

t
h
e
 
B
o
a
t
m
a
n
.
 B
i
n
h
 o
f
 
l<,
・i
s
h
n
a
.
 C
h
i
l
d
h
 e
o
d
o「

J<ri
J
 h
n
a

な
ど
が
所

蔵
さ
れ
て
い
る
。
「
ク
リ
シ
4

ナ

・
リ
ー
ラ
ー
」
は
「
ク
リ
ン
土
ナ
の
戯

れ
」
の
意
。

―
二
世
紀
、
ベ
ン
ガ
ル
生
ま
れ
の
詩
人
ジ
ャ
ヤ
デ
ー
ウ
ア
の

抒
情
詩
「
ギ
ー
タ

・
ゴ
ー
ヴ
ィ
ン
ダ
」
の
i

節
を
参
考
に
制
作
さ
れ
た

（
文
献
③
、

p
2
3
5
)
。

H
a
v
e
l
 I. 

(26)

文
廊
③
、

p
2
3
5
 

(27
〉
先
行
研
究
に
お
い
て
オ
ボ
ニ
ン
ト
ロ
ナ
ト
と
ハ
ー
ヘ
ル
か
出
会
っ
た
礼

に
つ
い
て
は
、

一
八
JL'
ハ
iiか
あ
る
い
は
そ
の
翌
年
か
、
明
確
に
さ
れ
て

い
な
い
。

(28)

ア
ー
ネ
ス
ト

・
ベ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド

・
ハ
ー
ヘ
ル

l
},
r
n
c
s
t
 13
c
n
fi
e
lcl 

―-a
v
c
―
-
（
一
八
六
-
|
う
)

-
八
八
四
年
か
ら
約

0
年
間
は
ど
、
マ
ド

ラ
ス
巽
術
学
校
の
学
長
を
務
め
て
い
た
。
こ
の
間
、
政
府
の
要
・
叩
に
よ
り

各
地
方
の
美
術
品
や

T
芸
品
の
調
介
を
行
い
、
イ
ン
ト
美
術
に
関
｀
心
を
持

つ
よ
う
に
な
る
。

一
八
九
六
年
七
月
に
カ
ル
カ
ノ
タ
に
移
り
、
カ
ル
カ
ノ

タ
政
府
美
術
学
校
の
学
長
に
就
任
す
る
（
以
ー
、
文
献
⑤
、
p
2

一
参

照）
。

(29)

ハ
ー
ヴ

ェ
ル
の
カ
ル
カ
ノ
タ
政
府
美
術
学
校
に
お
け
る
改
革
に
つ
い
て

は
文
献
⑥
を
参
間
し
た
。

(30) 
A
b
a
n
i
n
d
r
a
n
a
t
h

、「
ag<ll'L'
,

J
o
r
a
s
a
n
k
o
r
 
D
h
a
r
c
,
 
l
 9
7
1
 

(
本
稿
で

は
、
文
献
④
の
p.

2
.
'
l
~
に
引
用
さ
れ
て
い
る
炎
訳
を
参
陪
し
た
。）

(31) 
L

B
.
 
i・J;,vcll
,
 
・s
o
m
e
 
N
o
l
e
s
 
o
n
 
I
n
d
i
a
n
 
1
°
i
c
t
o
,・ial 

.I¥ 
rt
・.

'/ ,li0 

S
l
1
-
d
1
(）
<

(

）

 

1
2
7
,
 1
9
0
2
,
 p
p
 2
5
-
3
3
 

（
翌
桐
谷
洗
鱗
の
記
事
に
お
い
て
本
竹
品
名
は
〈
釈
迦
と
ス
チ
タ
〉
と
な
っ

て
い
る
。
掠
迎
は

B
u
d
d
h
a

a
n
c
l
 
S
u
j
a
t
a

と
さ
れ
て
い
る

(
E
.
1
3
.
H
a
v
e
l
l
.
 

習
1
W
N
o
t
c
i
g

In
d
i
a
n
 
l'ictn, ,
 
ial 
1¥
n
'. 

p
 2
7
、.
0

言
3
)

本
作
品
の
原
迎
は
、
先
行
文
献
に
よ
っ
て
異
な
る
場
合
が
あ
り
‘
I
n

Lile 
D
a
r
k
 
N
i
g
h
t
 
(
C
.13 

S
o
m
e
 
N
o
t
e
s
 
0
 
1
11 

I
n
d
i
a
n
 
P
i
n
 cr
ia-
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A
r
t
,
 p.3
 lな
と
）
あ
る
い
は
f
¥
b
h
1
s
a
r
i
k
a

(
文
拙
③
、
p
2
4
0
な
ど
）
と

さ
れ
る
場
合
が
あ
る
。
本
稿
で
は
桐
谷
洗
鱗
の
記
事
て
使
わ
れ
て
い
る
竹

品
名
〈
間
の
中
に
〉
を
採
用
し
た
。
訓
竹

ilは
一
九

0
0
り
（
文
献
③
、

p
 21¥())
。

(311) 

E.B 

'SLudi C,
 T
a
l
k
 
Ccilcutla、I.lさ

St1tdw
.

Vol'.l5
,
 

-
9
0
 5
.
 pp
.7
8
 ,
 7
9
同
は
の
巻
即
頁
に
は
〈
4
・全
り
使
い
）
の
カ
ラ
ー
図
版

か
、
「
h
ef3an

i~h
ccl 

Y
i
i
k
s
h
a
と
い
う
竹
品
名
て
掲
仙
さ
れ
て
い
る
。
ま
に

オ
ホ
ニ
ン
ド
ロ
ナ
ト
に
よ
る
ぶ
乞
の
使
い
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
竹
品
図
版

が
も
う
点
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
C
l
o
u
d
M
c
s
s
c
n
g
c
「
と
い
う
竹
品
名
が

付
け
ら
れ
て
い
る
。

（
祁
）
記
恥
の
中
で
は
吋
の
題
名
は
S
e
a
s
o
n
s
と
記
さ
れ
て
い
る
。
「
リ
ト
ゥ

・

サ
ン
ハ

ー
ラ
」
の
題
名
て
著
名
な
抒
柏
叶
で
、
本
稿
て
は
止
油
四
朗
氏
の

翻
訳
（
計
日
参
間
）
に
従
っ
て
「
千
節
め
く
り
ー
と
し
た
()

(36)

ハ
ー
ベ
ル
の
記
事
の
中
て
は
、
竹
品
名
は
、
「
h
e'‘
!'r
a
v
e
=
 
lcr 
ancl 
Lile 

L
e
 l
u
s
と
な
っ
て
い
る
。

(37)

「
テ
リ
ー
印
度
美
術
展
況
会
閲
会
入
に
於
け
る
印
段
総
督
カ
ー
ゾ
ン
卿

の
池
説
」
(
:
・
美
術
仙
報
}
―
巻
こ
四
号
‘

―
九
Q
i
;j
年
弓
月）

こ
貞
゜

(
3
8
)
-
)
 crcy 
B
r
o
w
n
.
 Ind ̀t
e
l
A
r
l
(
L
l
l
)
c
l
l
t
l

.
l
ミ
）
（
）
•
3
B
e
t
i
[
A

r
l
l
u)
0
]
]
u
l
a
[

Catalog1Le 
of 
I
 
he 
Iミ

ざ

戸
lttl~tit(）i[．l9(）2,l90
3
.
 Calculla 
•• 

p
p
 

,[
 
5
8
-
,, 
5
9
.
 

展
苑
会
間
催
日
程
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
e
こ
の
展
滉
会
に
出
品
さ
れ
た

オ
ボ
ニ
ン
ド
ロ
ナ
ト
の
竹
品
は
1
,

he 
Lasl 
D
a
y
s
 
of 
S
h
a
h
 
./ahan 
(湘

H
avel I 

彩
）
、
T
h
e

C
a
p
t
u
r
e
 
of 
Bahaclur 
S
h
a
h
 
(
湘
彩
）
、
C
o
n
s
t
r
u
c
t,
o
n
of 

the 
Taj 
(
水
彩
）
の
i
二
点
て
あ
る
。

(39)

本
展
屍
会
の
カ
タ
ロ
グ
（
叶

38
参
昭
）
で
は
、
竹
品
名
は
．
「
h
e
l、aJ[

-） 

a
y
s
 
of 
S
h
a
h
 
J
a
h
a
n
と
な
っ
て
い
る
が
、
先
行
価
究
で
は
、
「
h
e
Pass
-

=
 
11
.c: 
of 
S
h
a
h
 
Jaha
n
 (
文
献
③
、
p
.2,
¥,¥)
、
あ
る
い
は
T
h
e
Final 
M
o
-

言
ll

of 
S
h
a
h
 
J
a
h
a
n
 
(
文
献
④
、
p
2
8
7
)
と
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
。

本

fl
品
を
所
蔵
す
る
l
(
I
J
S
の
所
蔵
品
リ
ス
ト
て
は
一
ょ
う
i
n
g

of 

ŝ
~ h
-J
a
h
a
n
と
な
っ
て
い
召
訓
竹
介
は

i
九

0
-
「
勺
（
文
胤
③
、

p
.
¥
,
¥
.-
¥
)
 0
 

(40) 

Percy 
13rown
.
'
C¥;iss 
X
 

|
 Fine 
.'¥rts
・. 

l11rli1//I 
1¥rl 
al 
IJelhi
.
 

l9(）．3．一）・
'1
5
8

訂
）

J¥ 
b
a
n
 =
 
nclranalh 
T
a
g
o
r
e
 
• 

./ミ．（i．s~～
l
i
k
o
r
l
)
言
(
)
.
（
文
胤
①
、
p
2
8
8
に

引
用
さ
れ
て
い
る
英
式
を
参
叩
し
た
。）

砂
）
文
軋
③
、
P
N
1¥
;
)
参
昭
[
C

(43)

大
心
ら
渡
印
の
舒
綺
と
、
滞
印
中
の
活
勁
や
タ
コ
ー
ル
家
と
の
交
流
内

容
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
は
、
訂

18
を
参
町
の
こ
と
。

(44)

オ
ホ
ニ
ン
ト
ロ
ナ
ト

・
タ
ゴ
ー
ル
（
臼
田
牡
之
訳
）
「
シ
ョ
ラ
ン
ャ
ン

コ
界
隈
一
四
祁
」
（
『
ア
シ
ア
近
代
絵
画
の
伎
明
け
展
』
、
計

13
参
IIH.
）
頁

ej
ナ
な
し
。

(45)

訂
44
に
同
し
c

(46)

計
44
に
同
し
C

(47)

「
大
観
春
軒
印
度
展
晃
会
」

(:
El
本
美
術
』
万
ふ
号
、

一
九
O
i
i
i
年
八
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月
）
叫

1
ー

凹
二
頁
。
な
お
こ
の
記
半
に
よ
れ
ば
、
同
展
覧
会
に
は
オ
ポ

ニ
ン
ド
ロ
ナ
ト
や
ヘ
ン
カ
ル
の
圃
家
シ
ャ
ミ
ニ

・
プ
ロ
カ
シ
ュ

・
カ
ン
グ

リ
（

一
八
七
4

ハ
ー
―
九
五
三
）
の
竹
品
も
展
示
さ
れ
た
）

冦

）

註

44
に
同
じ
。

(49)

桐
谷
汎
蛤

「
画
家
タ
ゴ
ー
ル
及
印
度
画
紬
竺
（
註
J
参
叫
）
：
九
頁
C

(50)

原
題
の
1
3
J
r
n
ra
l
は

一―l（
言
を
、
M
a
L
l
は
M
o
l
l
弓
を
な
味
す
る
(
)

(51)

先
行
研
究
に
よ
れ
ば

訓
作
年
は

一
九

0
-
-
1
一
九

0
五
年
頃
て
あ
る

(Shy ̂
 
,m
a
lk
,inti 
C
h
a
k
 r
a
v
a
n
i
,
 l'ulrnlel/111
.
 I
 
L)'Jb
,
 C;,1 ：
ti-．la.P-29 

参
照
）
。

(52)

先
行

研
究
に
よ
れ
は
制
竹
年
は

一
九
〇
六
ー
七
年
（
文
他
予
｀

i) 
2
5
11) 0
 

(53)

作
品
名
は
1
,
-JJ●
l.、ンJo-,ヘ
-J
Q11
1:< "
 
1
1
と
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
（
又
献

④
、
p
J
 l
 5
)
。
先
行
研
究
に
よ
れ
ば
訓
作
年
は
i

九

-
0年
（
文
臥
①
、

p
 2b
J
)
。
J
,
.13
.S
所
蔵
さ
れ
て
い
る
の
は
コ
ロ
タ
イ
プ
印
刷
の
も
の
^
)

(54)

壮

12
参

門

(55) 

N
O
、
J
'
I
S
,
I
 
~
 
u
j
さ
n
V
o
l.
2
言
（
ジ
Al)
＝ii 
l
 Y2
 l.
 pp
.
 ニヽ
，,JJ

参

門

制
作
年
は
不
明
。
雑
誌
の
出
版
年
で
あ
る

一
九
二
．
年
頃
の
制
作
で
あ
ろ

'
。

、うカ

(56) 

1
=
 -
IN 
T
H
E
 
T
i
c
M
P
L
J:
 OJ.'

M
i
¥
l
l
A
K
i
¥
U
¥
''. 

I
 
,）ul)（nn 
Vol.2 

そ
こ
一
9
2
1
,
p
p
,13 ,
-
5
に
カ
ラ
ー
図
版
で
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
制
作
年

は
不
明
。
雑
誌
の
出
版
年
で
あ
る

一
九
―
二
年
頃
の
制
什
で
あ
ろ
う
か
。

(57m) 

R
,13
.S
所
蔵
の
も
の
は
本
作
品
の
コ
ピ
ー
て
あ
り
、
本
稿
に
掲
載
す
る

図
版
は
こ
の
コ
ピ
ー
を
箪
者
が
撮
影
し
た
も
の
。
所
蔵
場
所
は
不
明
。
先

行
研
究
に
よ
れ
ぱ
訓
竹
年
は
一
九
一
1
一
年
で
あ
る
(
R
^
ー-

（;
ov
in
d

C
h
a
n
d
r
a
,
，.-l~(1J1i11rlm11nll ~~
、
l
，
委
ミ
、
（
、

．
頁
付
け
な
し
）
。

（略）

訓
作
年
は
不
明
へ)

(59)

制
作
年
は
不
明
。

本
作
品
に
使
わ
れ
た
印
意
は
他
の
作
品
に
も
多
く
使
わ
れ
て
い
る
。
な
お

一
九
一

二
年
に
天
心
は
、
カ
ル
カ
ノ
タ
か
ら
、
当
時
上
海
に
い
た
長
尾
用

山
宛
て
に
ー
当
地
二
行
画
の
画
家
兄
弟
一
一
人
有
之
賄
ル
名
手
二
御
座
低

兄
ヲ
天
帝
釈
弟
ヲ
地
希
択
と
称
ス
布
二
人
二
画
印
ヲ
幣
り
良
：＇
」
と
僻

き
、
オ
ボ
ニ
ン
ド
ロ
ナ
ト
と
コ
ゴ
ネ
ン
ド
ロ
ナ
ト
・
人
の
た
め
に
印
章
を

作
っ
て
カ
ル
カ
ノ
タ
に
送
る
よ
う
依
頓
し
て
い
る
（
『
、
悩
倉
天
心
全
梨

第
七
巻
-
―
九
八
一
年
一
月
、
平
凡
村
‘

＿
八
二
貝
）
3

し
か
し
、
こ
の

作
品
に
使
用
さ
れ
た
印
却
と
の
関
辿
に
つ
い
て
は
未
調
査
で
あ
る
。

(60)
訓
作
年
は
一
九

0
年
（
文
献
⑦
、
P
3
-
）

。

(61)
制
竹
年
に
つ
い
て
は
先
行
研
究
に
よ
っ
て
昇
な
り
、
例
え
ば
、

一
九
〇

二
年
口
文
制
①
、
P
l
9
)
、

一
九
〇
ー
ニ
ー
一
九

0
四
年
（
文
献
②
、

-732)、

i
九

0
凹
ー
一
九

0
五
年
（
文
献
③
、
p
2
1
2
)
な
と
諸
説
あ
る
。

(62)
本
竹
品
は
イ
ン
ト
で
は
S
a
r
i
!
姜
さ
の
作
品
名
で
紹
介
さ
れ
て
い
る

(＇ln
d
o
-.)ap≪nc JC

-v
 
ainting
'，
l~_-
l)'"" 
¥1"1.2 
N, こ
(
)
.
 I
 
9
2
2
,
 p
p
 

迄
'
・12
)
。

（
63) 
Si
合

Nivc
cl
ita
,
 

13
haraL

•M
ata

· 

・1
 
,h~)C,0ml)言}/2n、l~sqI、
S
1
s
u
r

ぎ
ミ
lilu
'
¥lJ(i7
.
 C;,lcuLUl
,
 pp
.5
7
 ,
 
6
0

ニ
ヴ
ェ
デ
ィ
タ
は
、
ヒ
ン
ズ
ー
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イ
ン
ト
語
表
記
方
法
に
つ
い
て

教
改
革
者
で
あ
り
イ
ン
ド
の
民
放
迎
動
に
も
多
大
な
影
闊
を
勺
え
た
ヒ
ペ

カ
ノ
ン
ド
の
弟
子
で
あ
り
、
天
心
と
も
関
わ
っ
て
い
る
。

(64)
本
竹
品
は
イ
ン
ト
で
は

l<ali

の
竹
品
名
で
紹
介
さ
れ
て
い
る

艇）。
．
 

ぎ
ざ
と
称
し
て
い
る
C

酉,-、

゜

．． 

九

（叶

62
参

・s
o
,
 号

ぎ
t
c
J

o
n
 
I
n
d
i
a
n
 
P
1
c
t
o
r
1
a
l
 
.'¥rl
.
 p
.2

0

 
し

く
プ

.
¥
 

1
J
 

(65) 
E.B

―lavl'll 

品
）
ニ
ヴ
r
一
テ
ィ
タ
（
祐
脈
＂
力
彰

iJI)
「
＇仔，
又
」
ぷ
水

A
の
即
想
4

年
て
月
、
講
談

H‘

七
貞
c̀

(67)
文
献
③
、

p
.2
5
3

参
賠
[
c

l

)

こ
で
は
オ
ホ

ニ
ン
ト
ロ
ナ
ト
と
大
観
、
存

芦
＇
、
勝
田
礼
バ
今
の
什
品
に
見
ら
れ
る
柏
似
し
た
入
現
を

a

111ocl 2
n
 

• 
O
r
n
,
n
L
a
l
 

(68)
文
献
①
、

j
)
J
)
.
1
8
'
:
l
,
 2
'
:
)
1
1

参
附
。

(69)
月
内
樅
彦
ぷ
凹
倉
大
心
の
息
想
探
訪
ー
述

iLす
る
ア
シ
ア
、
L
義．-

九
八
印
五
月
、
勁
苗
斗
裕
籾
‘

八
ー
一

本
文
と
訂
に
記
載
し
た
イ
ン
ド
泊
に
つ
い
て
、
以
卜
に
ロ
ー
マ

オ
軋
写
と
訊

み
力
（
片
仮
名
表
記
）
を
記
す
。
i

ー通
り
の
ロ
ー
マ
字
枢
写
あ
る
い
は
読
み
方

が
あ
る
楊
合
は
[
-
内
に
並
記
し
た
。
な
お
、
本
文
中
に
用
い
た
片
仮
名
表

記
に
つ
い
て
、
ベ
ン
カ
ル
地
方
の
人
名

・
地
名
は
、
ベ
ン
カ
ル
油
の
発
科
を
採

用
し
て
い
る
°
そ
の
他
に
つ
い
て
は
、
必
す
し
も
ヘ
ン
ガ
ル
点
の
発
音
に
忠
実

で
は
な
く
、
特
に
作
品
タ
イ
ト
ル
中
の
イ
ン
ド
語
に
つ
い
て
は
、
迎
行
の
片
仮

y
.
i
o
c
v
a
 

!
¥
b
a
n
1n
c
l
r
a
n
[
1
l
h
 
T
a
g
o
r
e
、-

ド
ラ
ナ
ー
ト

・
タ
ゴ
ー
ル
]

l~;d)tnd 

r
.
i
n
a
t
h
 
T.i
_l(orc 

ナ
ー
ト
・
タ
ゴ
ー
ル
]

(;;,g;incnd 1・;,11;1Lh 
T
a
g
o
1
-
c
 

ン
ド
ラ
ナ
ー
ト

・
タ
ゴ
ー
ル
]

吝
n
d
r
a
l

1
3
0
,
c

ノ
ン
ド
ラ
ル

・
ポ
ン
ュ
[
ナ
ン
ド
ラ
ル

．
ボ
i

乙

百
n
=ni 
l'rak;,'s 
C
;
,
n
g
u
l

—
シ
ャ
ミ
ニ
・
プ
ロ
カ
シ

ュ

・

ガ
ン
グ
リ
『
ン
ャ
ー

ミ
ー
ニ
ー

・
プ
ラ
カ
ー
シ
ュ

・
カ
ー
ン
グ
リ

I
]

S
w
a
m
,
 
I
J
i
b
c
k
a
n
a
n
d
"
 

ス
ワ
ー
ミ
ー

・
ヴ
ィ
ヴ
ェ
ー
カ
ー
ナ
ン
ダ
ヽ

ラ
ジ
ャ
・
ラ
ヴ
ィ
・
ウ
ァ
ル
マ

ン
ヤ
ミ

・
ピ
ペ
カ
ノ
ン
ド
[S
w
a
m
,
 
V
1
v
c
k
a
n
a
n
c
l
;
i
 

l?a,ia 
llav1 
V
a
r
m
a
 

0
 C. 
Gr11igul1 

0
 C

カ
ン
グ
リ

[
O
C

カ
ー
ン
グ
リ

I
]

＂

．

 

•
I
j
タ
ー
リ

力ジ
ャ
ヤ
デ
ー
ウ
ア
[
シ
ヨ

L

デ
/
ヴ
こ

IU1clh;1 
K
1
・s
n
a
 

（
竹
品
名
中
の
イ
ン
ド
語
）

I< 
r
s
n
a
 
L,i;1

ク
リ
シ
ュ
ノ

・
リ
ラ
[
ク
リ
シ
ユ
ナ

・
リ
ー
ラ
ー
]

ラ
ダ

・
ク
リ
シ
ュ
ノ
コ
ラ
ー
ダ
ー

・
ク
リ
シ
ュ
ナ
1

Kalic¥[1
孟

人
名

ー

・
タ
ゴ
ー
ル
「
ガ
カ
ネ
ー

ゴ
コ
ネ
ン
ト
ロ
ナ
、

ロ
ピ
ン
ド
ロ
ナ
ト

・
タ
ゴ
ー
ル
一
ラ
ヴ
ィ
ー
ン
ド
ラ

オ
ボ
ニ
ン
ド
ロ
ナ
ト

・
タ
コ
ー
ル

名
表
記
の
方
を
用
い
て
い
る
。

[
ア
ヴ
ァ
ニ
ン
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否
J
a
r
,

カ
ー
ジ
ャ
リ
ー

S
u
j
a
t
,
,
 

ス
ジ
ャ
ー
タ
ー

S
h
a
h
 
J
a
h
a
n

シ
ャ
ー

・
ジ
・
-
'
ハ
ー
ン

A
父

c
k
a

ア
シ

m
ー
カ

A
b
h
i
臨
r
i
k
a

オ
ピ
シ
ャ
リ
カ

B
h
J
r
{1t 
M

苔

バ

ロ

ト

・

マ

タ

[

°
ハ
ー
ラ
ト

・
マ
ー
タ

l
]

R
u
k
u
m
i
n
,
 

~
 ソ
キ
ニ
「
ル
ク
ミ
ニ

l
]

Sk, 
シ
タ
[
`
フ
ー
タ

1
]

l,
 
a
n
k
a

ラ
ン
カ
ーテ
ィ
ッ
サ
ラ
ー
ク
シ
イ
タ
ー

、j'i:;sa
r
a
k
s
,
r
n

1

、ジ
w
a

テ
ィ
ッ
シ
ョ

[
1
,
-
S
と
テ
ィ
ソ
サ
]

、

コ

ラ

[
M
.a
h
a
k
a
l
a

マ
ハ
ー
カ
ー
ラ
l

き
h
a
k
a
l
a

モ
ノ

S
a
n
t
a
i

サ
ン
タ
ル

R
a
n
e
き

ラ

ー

ン

チノ
ラ゚
、

C
-a
p
a
r
a

ウ
ラ

<
iJ
 
n
u

ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ

（
そ
の
他）

Jo, 
翌
娑
o
1
 ,
 h
a
k
 u
 rbf11_・1

ジ
ョ
ラ
シ
ャ
コ

・
タ
ク
ル
バ
リ
（
地
名
）

M
e
g
h
a
d
u
ta

メ
ー
ガ
・
ド
ゥ
ー
タ
（
文
学
作
品
名
）

l?t11:;ari1hara

リ
ト
ゥ

・
サ
ン
ハ
ー
ラ
（
文
学
作
品
名
）

G
,
r
a
 
G
o
v
i
n
d
a

ギ
ー
タ

・
ゴ
ー
ヴ
ィ
ン
ダ
（
文
学
作
品
名
）

・
図
版
番
号
、
原
題
、
サ
イ
ズ
（
七
ン
チ
）
、
材
質
、
所
蔵
者
を
記
載
し
て
い

る。
・
箪
者
の
調
脊
に
よ
る
も
の
は
図
版
番
号
に

0
印
を
付
け
た
。

・
第
者
が
調
査
し
た
作
品
に
つ
い
て
、
原
題
は
所
蔵
者
に
よ
る
リ
ス
ト
に
従
っ

た
。
（
参
考
文
献
等
で
別
の
作
品
名
が
使
わ
れ
て
い
る
場
合
に
つ
い
て
は
、

各
々
本
文
中
に
許
を
付
し
て
整
理
し
た
。
）
尚
、
以
下
に
記
す
作
品
名
が
オ

ボ
ニ
ン
ド
ロ
ナ
ト
自
身
に
よ
る
も
の
か
否
か
は
、
未
調
野
で
あ
る
。

．
箪
者
が
調
奔
し
て
い
な
い
作
品
の
原
題
と
デ
ー
タ
に
つ
い
て
は
、
先
行
研
究

を
参
考
に
r

判
明
し
て
い
る
範
囲
で
記
載
し
た
。
（
そ
の
楊
合
は
典
拠
文
献

を
括
弧
内
に
明
記
し
た
。
）

〇
図
］
〈
O
n

'l,
 
h
e
 
S
w
i
n
g〉

(
K
二
s
h
n
a

L
i
l
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S
e
こ

3)
二
六

．

o
x
一
五

・

0

水

彩

紙

R
B
S

含
g
-
c
[

L
o
v
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(
K
r
i
s
h
n
a

Lil ~̂ 
S
e
r
i
e
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―
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五
X
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四

・

0

水

彩

紙

R
.13
.S
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〈

P
r
e
p
a
r
in
g

f
 g, 
t
h
e
 
R
e
c
c
p
t
i
 g
〉

(
K
r
i
s
h
n
a

Li la 
S
e
r
i
e
s
)
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I
 

所

・
三

x
□

四
會

一

水

彩

紙

l?.B
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〈

C
Jc
 ud
 
M
e
s
s
e
n
ge
r
〉
二
阻
・
田
X

一六

・
五

〇
図
4

〇
図
3

〇
図
2

図
版
リ
ス
ト

水
彩

紙

X• 
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ロ
ビ
ン
ド
ロ

・
バ
ロ
テ
ィ

・
ソ
サ
エ
テ
ィ
[
ラ

＇ 

R
a
b
i
n
t
l
n
1
 
B
h
a
n
i
t
1
 
S
o
c
i
e
t
y
 

ヴ
ィ
ー
ン
ド
ラ

・
バ
ー
ラ
テ
ィ
ー

・
ソ
サ
エ
テ
ノ
'
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〈Passing
of 
Sah-Jahan

〉
き
梁

Paintirrgs 
of 
T
h
e
 
Tagore 
Pcw,ily. 
l
 998. 
T
o
w
n
 
Hall. 
Calcutta. 

萬
字
j;:-{::_6⇒
）

〈Bharat
M
a
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[g]] <クリシュナ ・リーラー ・シリーズ〉 iヨ1 flj¥分

1m2 <ク 'Jシコナ .')ーラー・シリ ーズ〉 @3  <クリ シコナ・ 1)ーラー -シリーズ〉
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区1L( (雲の伎ド〉 図5 <ンヤー・ジーγハーンの後期〉

図6 (インドの母〉 巨I7 (~n1~ を芸F く lレ クミニ ー〉
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IZl8 <ランカー践に幽mされたシーター) @9  (テ fッサ・アシ 5ーカ王妃〉

IZlJO (カージTソーのおどり〉 !葱lJ <灯篭if，tし〉
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図12 (マハーカーラの寺にて〉 区1¥3 <サンタル族の少女・ランチにて〉

国14 (金の首飾りの女〉 図l6 (ヴィシコヌと子供〉
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iil18 <l，iTirrH長〉

@.1i <ゴ予約天〉
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